
 

 

 

 

 

第１２回全国障害者スポーツ大会専門委員会 
 

期 日：令和８年７月１０日（金） 

時 間：午後１時３０分から午後３時まで 

場 所：宮崎県防災庁舎５階 防５２・５３号室 

 

次  第 

 

１ 開  会 

 

２ 挨  拶 

 

３ 委員紹介 

 

４ 報  告 

（１） 日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ準備経過 

（２） 宮崎県実行委員会決定事項 

① 日本のひなた宮崎 障スポ 競技別会期 

② 日本のひなた宮崎 障スポ 開催予定施設の変更 

（３） 日本のひなた宮崎 障スポ 開催予定施設の名称変更 

 

 

５ 議  事 

（１） 日本のひなた宮崎 障スポ 大会役員編成基準（案） 

（２） 日本のひなた宮崎 障スポ 特別招待者の範囲（案） 

（３） 日本のひなた宮崎 障スポ リハ大会実施要綱・競技実施要項・競技別実施要領（案） 

 

６ そ の 他 

  今後のスケジュール 

 

７ 閉  会 

日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ 

実行委員会 



 【委員36 名】 (順不同・敬称略）

所属 役職 氏　　名 備考

1 　宮崎県障がい者スポーツ協会 チャレンジドスポーツディレクター 木 下 理 　

2   公益財団法人宮崎県スポーツ協会 競技力向上対策監 佐 伯 浩 美 　

3 　宮崎県パラスポーツ指導者協議会 副会長 中 武 久 美 子

4 　一般財団法人宮崎陸上競技協会 副理事長 河 野 敏 史

5 　一般財団法人宮崎県水泳連盟 理事 横 山 祐 太

6 　宮崎県アーチェリー協会 理事長 原 田 佳 司

7 　宮崎県卓球協会 理事長 吉 薗 孝 雄

8 　宮崎県障がい者卓球連盟 理事長 山 口 利 信

9 　宮崎県障害者フライングディスク協会 事務局長 藤 本 啓 介

10 　宮崎県ボウリング連盟 理事長 原 口 宏 史

11 　宮崎県ボッチャ協会 理事 水 野 啓 三

12 　一般社団法人宮崎県バスケットボール協会 監事 中 村 彰 成

13 　宮崎県車椅子バスケットボール連盟 会長 甲 斐 義 喜

14 　宮崎県ソフトボール協会 理事長 松 田 和 広

15 　宮崎県バレーボール協会 理事 市 來 洋

16 　一般社団法人宮崎県サッカー協会 常務理事兼 事業・広報委員会委員長 金 川 敏 洋 　

17 　宮崎県立特別支援学校長会 副会長 山 之 口 義 弘

18 　公立大学法人宮崎県立看護大学 教授 串 間 敦 郎

19 　社会福祉法人宮崎県社会福祉協議会 事務局次長兼人材研修部長 梶 山 亮 子

20 　一般社団法人宮崎県身体障害者団体連合会 副会長 倉 山 幸 一 欠席

21 　一般社団法人宮崎県手をつなぐ育成会 副会長 井 上 あ け み

22 　宮崎県精神保健福祉連絡協議会 事務局長 田 代 健 二

23 　公益財団法人宮崎県視覚障害者福祉協会 事務局長 福 丸 昭 二

24 　社会福祉法人宮崎県聴覚障害者協会 理事長 堀 口 靖 之

25 　宮崎県知的障害者施設協議会 副会長 髙 橋 秀 直 欠席

26 　宮崎市観光スポーツ部国スポ・障スポ大会局　大会競技課 課長 甲 斐 寛 智

27 　都城市国スポ・障スポ大会局　競技運営課 課長 大 久 保 美 千 代

28 　延岡市企画部国スポ・障スポ推進課 副参事兼課長 工 藤 研 二 　

29 　日南市教育委員会　生涯学習課　国スポ・障スポ推進室 課長兼室長 梶 渡 良 也 欠席

30 　小林市教育部　国スポ・障スポ推進室 室長 南 正 覚 宏 志

31 　日向市経済戦略部国スポ・障スポ推進課 課長 井 上 達 也

32 　高原町教育総務課国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会推進室 対策監 岸 元 誠 樹 欠席

33 　新富町教育総務課　国民スポーツ大会推進室 室長 後 藤 朋 巳

34 　教育庁特別支援教育課 課長 宮 田 恭 子

　教育庁スポーツ振興課 課長 都 甲 尚 生

35 　宮崎県福祉保健部障がい福祉課 課長 隈 元 淳 二

【事務局21名】　

局長 中 尾 慶 一 郎

障スポ大会課長 池 田 雄 市

障スポ大会課長補佐 徳 留 智 大

障スポ大会課主幹 片 山 真 貴

障スポ大会課副主幹 押 川 幸 司

障スポ大会課大会運営担当主査 中 村 久 仁 子

障スポ大会課大会運営担当主査 藤 本 圭 子

障スポ大会課大会運営担当主査 村 脇 寿 彦

障スポ大会課大会運営担当主事 黒 岩 由 佳

障スポ大会課大会運営担当嘱託職員 永 田 明 日 香

障スポ大会課大会運営担当主事 竹　　下          絢

障スポ大会課大会競技担当主査 岩 永 道 尚

障スポ大会課大会競技担当主査 早 﨑 達 也

障スポ大会課大会競技担当主査 花 原 里 咲

障スポ大会課大会競技担当主任主事 原 田 智 史

障スポ大会課大会競技担当嘱託職員 小 林 真 美

障スポ大会課大会競技担当会計年度職員 黒 木 真 衣

障スポ大会課大会競技担当主事 小 泉 正 太

障スポ大会課大会競技担当嘱託職員 川 越 聡 美

障スポ大会課大会競技担当嘱託職員 原 菜 々 美

障スポ大会課大会競技担当主事 真 鍋 健 太

日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ実行委員会事務局
（宮崎国スポ・障スポ局）

日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ実行委員会

第１２回全国障害者スポーツ大会専門委員会
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宮崎県防災庁舎 防５２・５３号室 

資料１ 



 
日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ準備経過 

年  月  日 内                容 

平成２７年 １月１４日 

 

公益財団法人宮崎県体育協会（以下「県体協」という。）臨時理事会及び評議員

会において、「平成３８年第８１回国民体育大会の宮崎県開催招致」を決議 
 

２月１２日 

 

県体協が県、県議会及び県教育委員会に「平成３８年第８１回国民体育大会の

宮崎県開催招致要望書」を提出 
 

２月２５日 

 

知事が県議会２月定例会において、「平成３８年第８１回国民体育大会及び第

２６回全国障害者スポーツ大会の宮崎県開催招致」を表明 
 

３月１３日 

 

県議会２月定例会において、「平成３８年第８１回国民体育大会及び第２６回

全国障害者スポーツ大会の宮崎県開催招致に関する決議」を全会一致で議決 
 

３月１６日 

 

定例教育委員会において、「平成３８年第８１回国民体育大会及び第２６回全

国障害者スポーツ大会の宮崎県開催招致に関する決議」を議決 
 

４月１７日 

 

知事が文部科学省に「平成３８年第８１回国民体育大会開催要望書」と「平成

３８年第２６回全国障害者スポーツ大会開催要望書」を提出 

 知事が公益財団法人日本体育協会（以下「日体協」という。）に「平成３８年

第８１回国民体育大会開催要望書」を、公益財団法人日本障がい者スポーツ協会

に「平成３８年第２６回全国障害者スポーツ大会開催要望書」を提出 
 

６月１１日 

 

日体協第１回国体委員会において、「平成３８年第８１回国民体育大会開催申

請書提出順序了解県」として承認 
 

７月２２日 

 

日体協第３回理事会において、「平成３８年第８１回国民体育大会開催申請書

提出県」として了解（宮崎県開催が内々定） 
 

平成２９年１０月３０日 第８１回国民体育大会宮崎県準備委員会設立総会・第１回総会及び第１回常任

委員会を開催 
 

１１月１４日 第１回総務企画専門委員会及び第１回施設整備専門委員会を開催 
 

１１月１７日 第１回競技運営専門委員会を開催 
 

１２月１４日 第１回市町村担当者会議及び第１回競技団体担当者会議を開催 
 

平成３０年 ５月２２日 第２回総務企画専門委員会を開催 
 

７月 ９日 第２回常任委員会及び第２回総会を開催 
 

７月２４日 第１回広報・県民運動専門委員会を開催 
 

７月３１日 
 

第２回市町村担当者会議及び第２回競技団体担当者会議を開催 
 

１０月２９日 第３回総務企画専門委員会を開催 
 

１２月１９日  第２回競技運営専門委員会及び第２回広報・県民運動専門委員会を開催 
 

平成３１年 １月３１日 第３回常任委員会を開催 
 

２月 ６日 第４回総務企画専門委員会を開催 
 

３月１５日 第３回市町村担当者会議及び第３回競技団体担当者会議を開催 
 

 

報告事項（１） 
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年  月  日 内                 容 

令和元年 ５月３０日 第５回総務企画専門委員会を開催 
 

７月 １日 

 
 

第４回常任委員会及び第３回総会を開催 

「第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会宮崎県準備委員 

会」に改称 
 

７月 ９日 
 

第３回広報・県民運動専門委員会を開催 
 

８月 ２日 
 

第１回開催基本構想策定検討部会を開催 
 

８月２８日 第４回市町村担当者会議及び第４回競技団体担当者会議を開催 
 

１１月１２日 
 

第６回総務企画専門委員会を開催 
 

１２月１６日 
 

第１回全国障害者スポーツ大会専門委員会を開催 
 

１２月１７日 第２回開催基本構想策定検討部会を開催 
 

１２月２０日 第５回市町村担当者会議及び第５回競技団体担当者会議を開催（合同開催） 
 

令和２年 １月１６日 
 

第１回愛称・スローガン、マスコットキャラクター部会を開催 
 

１月３１日 
 

第７回総務企画専門委員会を開催 
 

２月 ５日 
 

第４回広報・県民運動専門委員会を開催 
 

２月 ７日 
 

第３回開催基本構想策定検討部会を開催 
 

２月１７日 
 

第５回常任委員会を開催 
 

３月１８日 
 

第６回市町村担当者会議及び第６回競技団体担当者会議（資料配付のみ） 
 

６月２５日 第８回総務企画専門委員会を開催 
 

６月２５日 
 

第２回愛称・スローガン、マスコットキャラクター部会を開催 
 

７月 ６日 
 

第６回常任委員会を開催 
 

８月 ７日 
 

第４回総会を開催（書面開催） 
 

８月２０日 
 

第７回市町村担当者会議を開催（テレビ会議） 
 

８月２４日 
 

第７回競技団体担当者会議を開催 
 

９月１８日 
 

第２回全国障害者スポーツ大会専門委員会を開催（書面開催） 
 

９月２４日 第３回愛称・スローガン、マスコットキャラクター部会を開催 
 

１０月１５日 日本スポーツ協会臨時国体委員会において、本県の国民スポーツ大会開催年が

令和９年（２０２７年）に変更され、開催申請書提出順序了解県（内々定県）と

して再決定 
 

１１月 ９日 第５回広報・県民運動専門委員会を開催 
 

１２月１８日 第３回全国障害者スポーツ大会専門委員会を開催 
 

１２月２３日 
 

１２月２４日 
 

令和３年  １月２２日 
 
２月１５日 
 
３月１８日 
 
３月２２日 

第１回輸送・交通専門委員会を開催 
 
第３回競技運営専門委員会を開催 
 
第９回総務企画専門委員会を開催（書面開催） 
 
第７回常任委員会を開催（書面開催） 
 
第６回広報・県民運動専門委員会を開催 

第８回市町村担当者会議を開催（テレビ会議） 
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年  月  日 内                 容 

３月２３日 
 

第１回宿泊・衛生専門委員会を開催 
 

６月 ８日 
 

第４回全国障害者スポーツ大会専門委員会を開催 
 

６月 ９日 
 

第１０回総務企画専門委員会を開催 
 

７月 ５日 
 

第８回常任委員会を開催 
 

８月 ６日 
 

第５回総会を開催（書面開催） 
 

１０月１１日 
 

第９回市町村担当者会議・第８回競技団体担当者会議を開催（合同開催） 
 

１１月２２日 
 

第２回輸送・交通専門委員会を開催 
 

１２月１５日 
 

第４回競技運営専門委員会を開催 
 

１２月１７日 
 

第２回宿泊・衛生専門委員会を開催 
 

１２月２０日 第１１回総務企画専門委員会を開催 
 

１２月２１日 第５回全国障害者スポーツ大会専門委員会を開催 
 

令和４年  ２月１４日 第９回常任委員会を開催（書面開催） 
 

３月１６日 県議会２月定例会において「第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者 

スポーツ大会の開催」を決議 
 

３月１７日 第１回式典専門委員会を開催 
 

３月２２日 第７回広報・県民運動専門委員会を開催 
 

４月２５日 第１０回市町村担当者会議を開催 
 

６月 １日 文部科学省及び日本スポーツ協会に「第８１回国民スポーツ大会開催申請書」

を提出 
 

７月１２日 第１２回総務企画専門委員会を開催 
 

７月１４日 日本スポーツ協会第３回理事会において、「第８１回国民スポーツ大会」の宮

崎県開催が内定（国スポ内定に伴い第２６回全国障害者スポーツ大会の宮崎県開

催が併せて内定） 
 

８月２２日 
 
８月３１日 
 
９月１６日 
 
１０月２５日 
 
１１月 ９日 
 
１１月１６日 
 
１１月２１日 
 
１２月 ６日 
 
１２月 ９日 
 
１２月１４日 
 
１２月２０日 

第１０回常任委員会を開催 
 
 第８回広報・県民運動専門委員会を開催 
 
 第６回総会を開催（書面開催） 
 
 第５回競技運営専門委員会を開催 
 
 第１回馬事衛生専門委員会を開催 
 
 第１１回市町村担当者会議を開催 
 
 第１回イメージソング選定部会を開催 
 
 第６回全国障害者スポーツ大会専門委員会を開催 
 
 第１３回総務企画専門委員会を開催 
 
 第９回広報・県民運動専門委員会を開催 
 
 第２回式典専門委員会を開催 

  
     １２月２２日 第３回宿泊・衛生専門委員会を開催 

  
令和５年  １月１２日 第１回警備・消防・防災専門委員会を開催 

  
２月 １日  第１１回常任委員会を開催 
  
２月１３日 第３回輸送・交通専門委員会を開催 
  

      ５月１２日  第１２回市町村担当者会議を開催 
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年  月  日 内                 容 

６月２９日 
       

第１回医療救護専門委員会を開催 
 

７月 ６日 
 

第１回式典音楽部会を開催 
 

７月１２日 
 
７月１４日 
 
７月３１日 

 
８月２０日 

 
９月２５日 

 
１０月 ５日 
 
１１月 ７日 
 
１１月１３日 
 
１１月１６日 
 
１１月１７日 
 
１２月１５日 
 
１２月１９日 
 
１２月２１日 
 
１２月２２日 
 

令和６年  １月１１日 
 
１月２２日 

 
２月 ２日 

 
２月 ５日 

 
２月１４日 

 
２月１６日 

 
４月２５日 

 
５月 ９日 

 
５月１５日 

 
５月２３、２４日 

 
６月２１日 

 
６月２７日 

 
７月 ４日 

 
７月 ５日 

 
７月 ９日 

 
７月１２日 

 
７月１７日

 

 
 
７月２４日 

 
７月３０日 

 
８月 ９日 

 
９月 ４日 

第１４回総務企画専門委員会を開催 
 
第１回式典演技部会を開催 

 
第１２回常任委員会及び第７回総会を開催 

 
 「アスリートタウン延岡アリーナ」サブアリーナ供用開始 
 
第２回イメージソング選定部会を開催 

 
 第１０回広報・県民運動専門委員会を開催 
 
 第２回馬事衛生専門委員会を開催 
 
 第１３回市町村担当者会議を開催 
 
 第３回式典専門委員会を開催 
 
 第２回警備・消防・防災専門委員会を開催 
 
 第４回愛称・スローガン、マスコットキャラクター部会を開催（書面開催） 
 
 第７回全国障害者スポーツ大会専門委員会を開催 
 
 第４回宿泊・衛生専門委員会を開催 
 
 第６回競技運営専門委員会を開催 
 
第１５回総務企画専門委員会を開催 

 
第１１回広報・県民運動専門委員会を開催（書面開催） 

 
 第３回イメージソング選定部会を開催 
 
 第１３回常任委員会を開催 
 
 第４回輸送・交通専門委員会を開催 
 
 第１２回広報・県民運動専門委員会を開催 
 
 第１回ポスター選定部会を開催 
 
 第１４回市町村担当者会議を開催 
 
 第１３回広報・県民運動専門委員会を開催 
 
 日本スポーツ協会及び文部科学省による総合視察 
 
 第５回愛称・スローガン、マスコットキャラクター部会を開催（書面開催） 
 
第１回競技運営担当者会議を開催 

 
 第２回式典演技部会を開催 
 
 第２回式典音楽部会を開催 
 
 第２回医療救護専門委員会を開催 
 
 第１４回広報・県民運動専門委員会を開催（書面開催） 
 
日本スポーツ協会第３回理事会において、「第８１回国民スポーツ大会」の宮

崎県開催が決定（会期：令和９年９月２６日～１０月６日。国スポ決定に伴い第

２６回全国障害者スポーツ大会の宮崎県開催が決定） 
 
 第８回全国障害者スポーツ大会専門委員会を開催 
 
第１６回総務企画専門委員会を開催 

 
第７回競技運営専門委員会を開催 

 
第１４回常任委員会及び第８回総会を開催 

4



年  月  日 内                 容 

 
 

「日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ実行委員会」に改称 
 

９月 ４日 
 
１０月３１日 
 

第１回総会を開催 
 
第８回競技運営専門委員会を開催（書面開催） 

 
１１月２～４日 
 
１１月１５日 
 
１１月２９日 
 
１１月２９日 

 
 
１２月 ９日 
 
１２月１２日 
 
 

 
 
１２月１６日 
 
１２月１７日 
 
１２月１８日 
 
１２月１９日 
 
１２月１９日 
 
１２月２０日 
 

令和７年  １月１５日 
 
 １月１６日 
 
 １月１７日 
 
 １月２２日 
 
 １月３１日 
 
 ２月 ３日 
 
 ２月 ５日 
 
 ２月１８日 
 
 ２月１９日 
 
 ３月 ４日 
 

 

      ３月１５日 
 
 ３月２４日 

 
４月 １日 

 
 ４月１２日 
 
 ４月２１日 
 
５月 ８日 

 
５月１２日 

 
５月２３日 

 
６月 ３日 

      
６月 ４日 

 

開催決定イベントを実施 
 
第４回式典専門委員会を開催 

 
第１５回常任委員会を開催（書面開催） 

 
日本のひなた宮崎 障スポ（第２６回全国障害者スポーツ大会）の会期が決定

（会期：令和９年１０月２３日～１０月２５日） 
 
第２回ポスター選定部会を開催 

 
第 1回総務企画市町村担当者会議を開催 

 
日本スポーツ協会第３回国民スポーツ大会委員会において、「第８１回国民ス

ポーツ大会」の競技会会期が決定 
 
第５回輸送・交通専門委員会を開催 

 
第９回全国障害者スポーツ大会専門委員会を開催 

 
第３回警備・消防・防災専門委員会を開催 

 
第１回水泳（飛込）競技運営専門委員会を開催 

 
第６回愛称・スローガン、マスコットキャラクター部会を開催（書面開催） 

 
第３回馬事衛生専門委員会を開催（書面開催） 

 
第１７回総務企画専門委員会を開催 

 
第５回宿泊・衛生専門委員会を開催 

 
第１５回広報・県民運動専門委員会を開催 

 
第９回競技運営専門委員会を開催 

 
第３回式典音楽部会を開催 

 
第３回式典演技部会を開催 

 
第１６回常任委員会を開催 

 
第５回式典専門委員会を開催 

 
第２回競技運営担当者会議を開催 

 
日本スポーツ協会第４回国民スポーツ大会委員会において、「日本のひなた宮 

崎 国スポ・障スポ」公式ポスターが承認・決定 
 
パーソルアクアパーク宮崎完成式典を実施 

 
第７回愛称・スローガン、マスコットキャラクター部会を開催（書面開催） 

 
パーソルアクアパーク宮崎供用開始 

 
霧島酒造スポーツランド都城オープニングセレモニー 

 
公式ポスターデザイン表彰式及び大型看板除幕式 

 
第８回愛称・スローガン、マスコットキャラクター部会を開催（書面開催） 

 
第１５回市町村担当者会議を開催 

 
第１６回広報・県民運動専門委員会を開催 

 
第１回カヌー（スラローム・ワイルドウォーター）競技運営専門委員会を開催 

 
第１０回競技運営専門委員会を開催 
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年  月  日 内                 容 

６月２５日 
 

 ６月２７日 
 
       ７月 ８日 
 

７月 ８日 
 

７月２８日  
 

８月 ８日 
 

９月 ８日 
 

９月 ９日 
 

９月２３日 
 

１０月１８日 
 

１１月１１日 
 

１１月１４日 
 

１１月１８日 
 

１２月 ３日 
 

１２月 ５日 
 

１２月１６日 
 

１２月１７日 
 

１２月２２日 
 
令和８年   １月 ８日 
 

１月 ９日 
 

１月１４日 
 

１月１６日 
 

１月１６日 
 

１月１９日 
 

１月２０日 
 

１月２３日 
 

１月２７日 
 

１月２７日 
 

１月２８日 

 
 

２月 ４日 
 

３月 ３日 
 

３月２０日 
 

３月２１日 
 

３月２４日 
 

３月２９日 
 

 ４月１８日 
 
       ４月２８日 

 

第１８回総務企画専門委員会を開催 
 
第４回式典音楽部会・第４回式典演技部会を開催 
 
第３回競技運営担当者会議（国スポ）を開催 
 
第１回競技運営担当者会議（障スポ）を開催 
 
第１７回常任委員会及び第２回総会を開催 

 
第６回式典専門委員会を開催 

 
第５回式典演技部会を開催 

 
第５回式典音楽部会を開催 

 
２年前イベントを開催 

 
ひなた  TENNIS PARK MIYAZAKI 屋外コートオープニングセレモニー 

 
第６回宿泊・衛生専門委員会を開催 

 
第７回式典専門委員会を開催 

 
第１０回全国障害者スポーツ大会専門委員会を開催（書面開催） 

 
第４回馬事衛生専門委員会を開催（書面開催） 

 
第９回愛称・スローガン、マスコットキャラクター部会を開催（書面開催） 

 
第３回医療救護専門委員会を開催 

 
第２回水泳（飛込）競技運営専門委員会を開催 

 
第４回警備・消防・防災専門委員会を開催 

 
第２回総務企画市町村担当者会議を開催 

 
第６回式典演技部会を開催 

 
第１１回全国障害者スポーツ大会専門委員会を開催 

 
第１９回総務企画専門委員会を開催 

 
第６回式典音楽部会を開催 

 
第１７回広報・県民運動専門委員会を開催 

 
第１１回競技運営専門委員会を開催 

 
協賛車両引渡式及び感謝状贈呈式を開催 

 
第６回輸送・交通専門委員会を開催 

 
第８回式典専門委員会を開催 

 
第２回カヌー（スラローム・ワイルドウォーター）競技運営専門委員会を開催 

（書面開催） 
 
第１８回常任委員会を開催 

 
第７回宿泊・衛生専門委員会を開催（書面開催） 

 
KUROKIRI STADIUM大型看板除幕式 

 
ひなた TENNIS PARK MIYAZAKIオープニングセレモニー 

 
炬火トーチデザイン公表及び表彰式 

 
第７回式典音楽部会（式典音楽試奏会・検証会）を開催 

 
アスリートタウン延岡アリーナオープニングセレモニー 

 
第１６回市町村担当者会議を開催 
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年  月  日 内                容 

５月１９日 
 

５月２２日 
 

５月２２日 
 

５月２５日 
 

７月 ７日 

 

第８回式典音楽部会を開催 
 
第４回競技運営担当者会議（国スポ）を開催 

 

第２回競技運営担当者会議（障スポ）を開催 

第１８回広報・県民運動専門委員会を開催 

 第１２回競技運営専門委員会を開催 
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23 24 25

土 日 月

◎

◎

23 24 25

土 日 月

身体

知的

身体

知的

身体 高原町 高原町総合運動公園多目的芝生広場 1 ○

身体

知的

精神

身体

知的

身体 都城市 早水公園体育文化センター 2 ○ ○

知的 宮崎市 宮崎エースレーン 2 ○ ○

知的 延岡市 アスリートタウン延岡アリーナ 2 ○ ○

身体 延岡市 アスリートタウン延岡アリーナ 2 ○ ○

知的 宮崎市 ひなた宮崎県総合運動公園運動広場 2 ○ ○

身体 日向市 お倉ヶ浜総合公園運動広場 2 ○ ○

身体 都城市 早水公園体育文化センター 2 ○ ○

知的 日南市 日南市北郷体育館 2 ○ ○

精神 小林市
ひいらぎスポーツパーク
こばやしひいらぎアリーナ

2 ○ ○

知的 新富町
新富フットボールセンター
いちご宮崎新富サッカー場

3 ○ ○ ○

知的 延岡市 西階公園補助グラウンド 2 ○ ○フットソフトボール

ボッチャ

ボウリング

団
体
競
技

バスケットボール

車いすバスケットボール

ソフトボール

ブラインドベースボール

バレーボール

サッカー

個
人
競
技

アーチェリー

2 ○ ○

フライングディスク 宮崎市
ひなた宮崎県総合運動公園
ひなた陸上競技場

3 ○ ○

卓球
（サウンドテーブルテニス含む）

宮崎市 KING SportsPark

○

○ ○

水泳 宮崎市 パーソルアクアパーク宮崎 2 ○ ○

陸上競技 都城市 KUROKIRI STADIUM 3 ○

１０月

開会式

都城市 KUROKIRI STADIUM －

閉会式

【正式競技】

競技 障害区分
会場地
市町村

会場
競技
日数

宮崎県実行委員会決定事項
①日本のひなた宮崎 障スポ 競技別会期

式典
会場地
市町村

会場
競技
日数

１０月

報告事項（２） 令和８（2026）年２月４日

第１８回常任委員会決定
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宮崎県実行委員会決定事項 

②日本のひなた宮崎 障スポ 開催予定施設の変更 

 

【正式競技】 

  

第２６回全国障害者スポーツ大会正式競技会場地市町村第２次選定（令和３年７月５日 

第８回常任委員会決定事項）において選定したバレーボール競技（知的）の開催予定施設

を、次のとおり変更する。 

※下線部：変更箇所 

 

 

 

【オープン競技】 

 

 第２６回全国障害者スポーツ大会オープン競技会場地１次選定及び２次選定（令和６年

９月４日 第１４回常任委員会決定事項）において選定した卓球バレー競技の開催予定施

設を、次のとおり変更する。 

※下線部：変更箇所 

 

 

番号 競技 
障がい 

種別 
市町村 

開催予定施設 

変更前 変更後 

１ バレーボール 知的 日南市 日南市北郷体育館 
日南総合運動公園 

多目的体育館 

番号 競技 
障がい 

種別 
市町村 

開催予定施設 

変更前 変更後 

１ 卓球バレー 

身体 

知的 

精神 

宮崎市 宮崎市佐土原体育館 
ひなた宮崎県総合運動公園 

ひなた武道館 

令和８（2026）年２月４日 

第１８回常任委員会決定 
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日本のひなた宮崎 障スポ 開催予定施設の名称変更 
 

 日本のひなた宮崎 障スポ 正式競技及びオープン競技において開催予定施設の名称に 

変更があったことから、以下のとおり報告する。 

 

※下線部：変更箇所  
（正式競技） 

 
 
 
（オープン競技） 

 

 

番

号 
競技名 

障がい 

種別 
市町村 

開催予定施設 

変更前 変更後 

１ 卓球 

身体 

知的 

精神 

宮崎市 宮崎市総合体育館 KING SportsPark 

２ バレーボール 精神 小林市 
仮称）健幸のまちづくり 

拠点施設 

ひいらぎスポーツパーク 

こばやしひいらぎアリーナ 

番

号
競技名 

障がい 

種別
市町村 

開催予定施設 

変更前 変更後 

１ 
ふうせん 

バレーボール 

身体 

知的 

精神 

宮崎市 宮崎市総合体育館 KING SportsPark 

報告事項（３） 
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 第１２回全国障害者スポーツ大会専門委員会 

 

 

〔議  事〕 

（１）日本のひなた宮崎 障スポ 大会役員編成基準（案） .......................................................... １ 

（２）日本のひなた宮崎 障スポ 特別招待者の範囲（案） .......................................................... ５ 

（３）日本のひなた宮崎 障スポ リハ大会実施要綱・競技実施要項・競技別実施要領（案） ....... ７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 事 

資料２ 

日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ 

実行委員会 



 

日本のひなた宮崎 障スポ 大会役員編成基準（案） 

 

 

1 趣旨 

     

2027年（令和 9年）10月開催の日本のひなた宮崎 障スポ（第 26回全国

障害者スポーツ大会）の大会役員編成基準（案）を別紙１のとおり提案する。

     

      

2 編成方針  

 

   公益財団法人日本パラスポーツ協会が制定する｢全国障害者スポーツ大

会開催基準要綱 20.大会役員｣の規定に基づき、先催県の取扱いに倣って大

会役員編成基準（案）を作成したものである。 

 

※ 公益財団法人日本パラスポーツ協会に、日本のひなた宮崎 障スポの大会役員編成基 

 準（案）を事前協議済 

 

      

 

議事（１） 
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　　　団体名

役職名
国 中央関係団体 宮崎県内市町村 各関係団体

名 誉 会 長 文 部 科 学 大 臣

ス ポ ー ツ 庁 長 官 日 本 パ ラ ス ポ ー ツ 協 会 会 長

ス ポ ー ツ 庁 次 長

大 会 会 長 知 事

ス ポ ー ツ 庁 審 議 官 日 本 パ ラ ス ポ ー ツ 協 会 副 会 長 県 議 会 議 長 開 催 地 市 町 長 県 社 会 福 祉 協 議 会 会 長

ス ポ ー ツ 庁 総 括 官 副 知 事 開 催 地 市 町 議 会 議 長 県 障 が い 者 ス ポ ー ツ 協 会 会 長

県市長会会長 県 身 体 障 害 者 団 体 連 合 会 会 長

県町村長会会長 県 手 を つ な ぐ 育 成 会 会 長

県市議会議長会会長 県 知 的 障 害 者 施 設 協 議 会 長

県町村議会議長会会長 県 精 神 保 健 福 祉 連 絡 協 議 会 会 長

県 視 覚 障 害 者 福 祉 協 会 会 長

県 聴 覚 障 害 者 協 会 会 長

県 パ ラ ス ポ ー ツ 指 導 者 協 議 会 会 長

県 特 別 支 援 学 校 長 会 会 長

文 部 科 学 副 大 臣 日 本 ス ポ ー ツ 協 会 会 長 県 選 出 国 会 議 員 県 内 報 道 機 関

文 部 科 学 大 臣 政 務 官 全 国 社 会 福 祉 協 議 会 会 長 県 内 競 技 団 体 代 表 者

文 部 科 学 事 務 次 官 日 本 身 体 障 害 者 団 体 連 合 会 会 長 県 ス ポ ー ツ 協 会 会 長

文 部 科 学 審 議 官 全 国 手 を つ な ぐ 育 成 会 連 合 会 会 長

文 部 科 学 省 大 臣 官 房 長 日 本 知 的 障 害 者 福 祉 協 会 会 長

日 本 精 神 保 健 福 祉 連 盟 会 長

Ｊ Ｋ Ａ 会 長

日 本 医 師 会 会 長

支 援 自 衛 隊 代 表 者

中 央 競 馬 馬 主 社 会 福 祉 財 団 理 事 長

日本パラスポーツ協会理事、監事並びに評議員 県 議 会 議 員 開催地市町教育長

スポーツ庁健康スポーツ課長 日 本 パ ラ 陸 上 競 技 連 盟 会 長 公安委員長

スポーツ庁競技スポーツ課長 日 本 パ ラ 水 泳 連 盟 理 事 長 教育長

スポ ーツ 庁健 康ス ポー ツ課 日 本 知 的 障 害 者 水 泳 連 盟 会 長 部局長

パラスポーツ振興室長 全 日 本 ア ー チ ェ リ ー 連 盟 会 長 警察本部長

日 本 肢 体 不 自 由 者 卓 球 協 会 会 長 県立病院事業管理者

厚生労働省 日 本 視 覚 障 害 者 卓 球 連 盟 会 長 公営企業管理者

社会・援護局障害保健福祉部企画課長 日 本 知 的 障 が い 者 卓 球 連 盟 会 長 県実行委員会常任委員

社会・援護局障害保健福祉部企画課 日本障害者フライングディスク連盟理事長

自立支援振興室長 日 本 ボ ッ チ ャ 協 会 代 表 理 事

日 本 Ｆ Ｉ Ｄ バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 連 盟 会 長

日 本 車 い す バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 連 盟 会 長

日本知的障がい者ソフトボール連盟理事長

全日本ブラインドベー スボ ール 連盟 会長

日 本 Ｉ Ｄ バ レ ー ボ ー ル 連 盟 理 事 長

日 本 デ フ バ レ ー ボ ー ル 協 会 理 事 長

日 本 知 的 障 が い 者 サ ッ カ ー 連 盟 理 事 長

日本知的障がい者フットソフトボール連盟会長

日本視覚障害者団体連合スポーツ協議会会長

全日本ろうあ連盟スポ ーツ 委員 会委 員長

全 日 本 知 的 障 が い 者 ス ポ ー ツ 協 会 会 長

日本視覚障害者団体連合スポーツ協議会会長

全日本ろうあ連盟スポ ーツ 委員 会委 員長

全 日 本 知 的 障 が い 者 ス ポ ー ツ 協 会 会 長

日本精神保健福祉連盟精神障害者スポーツ推進

委員会委員長

※下線の役職は要綱にはないが、滋賀大会の例を参考として本県の判断で追加したもの。

※部局長は知事部局のみ

○今後のスケジュール

令和８年7月 専門委員会で大会役員編成基準（案）を審議

令和９年1月 大会役員名簿の作成(障スポ課）

令和９年6月 大会役員へ開閉会式の出席確認（総務企画課）

副 会 長

名誉副会長

参 与

顧 問

第26回全国障害者スポーツ大会　大会役員編成基準（案） 別紙１

2



（令和8年4月1日改正）

20 大会役員

　　　大会役員は、概ね次のとおりとする。

①名誉会長 文部科学大臣

②名誉副会長 日本パラスポーツ協会会長

スポーツ庁長官

スポーツ庁次長

③ 大会会長 開催地都道府県知事

④代表副会長 開催地指定都市市長 ※指定都市=政令指定都市(20市)。宮崎県は該当なし

⑤ 副会長 日本パラスポーツ協会副会長

スポーツ庁審議官

スポーツ庁総括官

開催地都道府県・指定都市の議会議長

開催地市町村長及び市町村議会議長

開催地都道府県・指定都市の副知事及び副市長

開催地都道府県・指定都市社会福祉協議会会長

開催地都道府県・指定都市障害者スポーツ協会会長

開催地都道府県・指定都市身体障害者団体連合会会長

開催地都道府県・指定都市手をつなぐ育成会会長

開催地都道府県知的障害者福祉協会会長

開催地都道府県精神障害者スポーツ推進協議会の長 ※宮崎県は該当なし

⑥顧問 文部科学副大臣

文部科学大臣政務官

文部科学事務次官

文部科学審議官

文部科学省大臣官房長

開催地都道府県選出の国会議員

日本スポーツ協会会長

全国社会福祉協議会会長

日本身体障害者団体連合会会長

全国手をつなぐ育成会連合会会長

日本知的障害者福祉協会会長

日本精神保健福祉連盟会長

JKA会長

日本医師会会長

支援自衛隊代表者

開催地都道府県・指定都市の報道機関の代表者

開催地都道府県の競技団体代表者

開催地都道府県の体育(スポーツ)協会会長

中央競馬馬主社会福祉財団理事長

【参考】全国障害者スポーツ大会開催基準要綱より抜粋
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⑦ 参与 日本パラスポーツ協会理事、監事並びに評議員

スポーツ庁健康スポーツ課長

スポーツ庁競技スポーツ課長

スポーツ庁健康スポーツ課パラスポーツ振興室長

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部企画課長

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部企画課自立支援振興室長

開催地都道府県・指定都市議会議員

開催地都道府県の公安委員会委員長

開催地都道府県・指定都市の教育委員会教育長

開催地都道府県単位の関係団体の代表者

日本パラ陸上競技連盟会長

日本パラ水泳連盟理事長

日本知的障害者水泳連盟会長

全日本アーチェリー連盟会長

日本肢体不自由者卓球協会会長

日本視覚障害者卓球連盟会長

日本知的障がい者卓球連盟会長

日本障害者フライングディスク連盟理事長

日本ボッチャ協会代表理事

日本FIDバスケットボール連盟会長

日本車いすバスケットボール連盟会長

日本知的障がい者ソフトボール連盟理事長

全日本ブラインドベースボール連盟会長

日本IDバレーボール連盟理事長

日本デフバレーボール協会理事長

日本知的障がい者サッカー連盟理事長

日本知的障がい者フットソフトボール連盟会長

日本視覚障害者団体連合スポーツ協議会会長

全日本ろうあ連盟スポーツ委員会委員長

全日本知的障がい者スポーツ協会会長

日本精神保健福祉連盟精神障害者スポーツ推進委員会委員長

※競技団体の並びに関しては、競技規則集の記載順として整理した。
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日本のひなた宮崎 障スポ 特別招待者の範囲（案） 

 

 

1 趣旨 

  

  2027年（令和９年）10月 23日に開催する日本のひなた宮崎 障スポ（第

26 回全国障害者スポーツ大会）の開会式および同年 10 月 25 日に開催する

閉会式に招く特別招待者の範囲（案）を別紙 2のとおり提案する。 

  

     

      

2 範囲設定方針  

    

先催県に倣って特別招待者の範囲（案）を作成したものである。 

  

※ 公益財団法人日本パラスポーツ協会に、日本のひなた宮崎 障スポの特別招待者の範

囲（案）を事前協議済    

      

議事（２） 

5



宮崎県

特別招待者の範囲 備考

１ 全都道府県 知事　議会議長

２ 全政令指定都市 市長　議会議長 ２０市

先催都道府県の民生主管部（局）長 先催1県

後催都道府県の全国障害者スポーツ大会主管部（局）長 後催４県

九州沖縄各県民生主管部（局）長

４ 中央官庁関係 所管地方支分部局長、関係国会議員　等　(スポーツ庁と協議の上決定する。）

特別協力者（国スポ同様）

　＊オフィシャルスポンサー、特別協賛企業など

6 その他団体 ※適宜追加

各専門委員会委員　　　

各部会員　　　　　　　　　

活動範囲が県内全域に及ぶ団体又はこれに類する団体の長(学校長等）

大会協力学校長

特別支援学校長

3 体育団体関係 活動範囲が県内全域に及ぶ団体又はこれに類する団体の長

4 県関係 各種行政委員会委員長　県スポーツ推進審議会委員

市町村長　市町村議会議長　市町村教育長（開催地外）

各開催地市町実行委員会事務局長

開・閉会式会場地市議会議員

開・閉会式会場地副市長

開・閉会式会場地市教育委員会委員

6 県政功労者 県政に特に功労があった者(国スポ同様）

  特別職歴任者（知事・副知事・教育長）・県民栄誉賞受賞者

  国スポ誘致議決平成27年3月16日以降の県議会議員歴任者

特別協力者（国スポ同様）

　＊オフィシャルスポンサー、特別協賛企業など

8 その他団体 ※適宜追加

今後のスケジュール 

令和８年7月 専門委員会で特別招待者の範囲（案）を審議 

令和９年1月以降 特別招待者名簿の作成 （障スポ課）

令和９年1月  特別招待者へ招待状発送（総務企画課）

なお、一般招待者については選手団家族、特別支援学校観戦者、協賛企業社員等を想定する。

県

内

7 特別協力者

第２６回全国障害者スポーツ大会開閉会式　特別招待者の範囲（案）

５ 特別協力者

1 県実行委員会委員

区分

３ 次期開催県等

2 学校関係

県

外

5 市町村関係

＊実行委員会常任委員は大会役員（参与）とする予定

別紙２
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議事（３） 

日本のひなた宮崎 障スポ リハーサル大会 

実施要綱・競技実施要項・競技別実施要領（案） 

 

１ 趣旨 

  日本のひなた宮崎 障スポ リハーサル大会の円滑な運営を図るため、全国障害者スポーツ大

会競技規則（公益財団法人日本パラスポーツ協会制定）に基づき、大会運営・競技運営に係る各

層ごとの実施要綱等を定めるもの。 

 

２ 構成 

  第 26回全国障害者スポーツ大会「日本のひなた宮崎 障スポ」リハーサル大会実施要綱 

  第 26回全国障害者スポーツ大会「日本のひなた宮崎 障スポ」リハーサル大会競技実施要項 

  第 26回全国障害者スポーツ大会「日本のひなた宮崎 障スポ」リハーサル大会競技実施要領 

 

３ 概要 

【実施要綱】 

 

１ 目的 

２ 主催 

３ 競技運営主管団体 

４ 特別協賛 

５ 協賛 

６ 大会期日 

７ 実施競技及び大会名 

８ 開催期日及び会場 

９ 出場資格 

10 競技規則 

11 競技・種目及び障害・年齢

区分 

12 出場制限 

13 監督会議 

14 健康・安全管理 

15 参加申込及び参加費用 

16 その他 

 

〈別表１〉競技・種目及び障害

区分 

【競技実施要項】 

 

１ 競技運営 

（１）個人競技 

（２）団体競技 

（３）実施態度 

（４）開始式・表彰式 

（５）競技記録及び成績の発

表等 

（６）抗議 

２ 表彰 

（１）個人競技 

（２）団体競技 

３ 参加申込 

（１）申込方法 

（２）申込期限 

（３）提出先及び問合せ先 

（４）申込後の選手変更の取

扱い 

４ 番号布 

５ 競技場への入退場 

６ その他 

 

【競技別実施要領】 

 

（基本的な項目） 

１ 競技規則 

２ 競技方法 

３ 競技用具・競技条件等 

４ 服装等 

５ 選手招集 

６ 開始式・閉会式・表彰式 

７ その他 

 

（競技特有の項目） 

１ 車いすの検査 

２ 介助者・伴走者 

３ 選手紹介 

４ 誘導 

５ 出発合図 

６ 計時 

７ 的番・立順 

８ チーム 

９ 試合球 

10 組合せ 

11 打順 

  等 
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４ スケジュール 

  実施要綱 競技実施要項 競技別実施要領 

令
和
８
年 

４月 先催県を参考に「案」を作成 

５月 

   

６月 競技運営主管団体及び JPSAと「案」の内容について精査 

７月 

   

８月 

修正が必要な場合は、適宜修正を行う 

９月 

10月 

11月 

12月 

令
和
９
年 

１月 

２月 

   

３月 

   

４月 リハーサル大会プログラムへの掲載 

 

第２回競技運営担当者会議で説明（5.22） 

第 12回全国障害者スポーツ大会専門委員会で審議（7.10） 

常任委員会で報告（2.5） 

三者協議（スポーツ庁、JPSA、開催県）で報告（3.●） 
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議事⑶別紙１ 

 

リハーサル大会実施要綱（案） 

 

１ 目的 

日本のひなた宮崎 障スポ（第 26 回全国障害者スポーツ大会）リハーサル大会（以下

「リハーサル大会」という。）は、日本のひなた宮崎 障スポ（第 26回全国障害者スポー

ツ大会（令和９（2027）年 10月 23日～25日）の開催に備えて、競技運営、審判技術等

の向上を図るとともに、日本のひなた宮崎 障スポに対する県民の理解と関心を深め、ス

ポーツを通じた障がい者の社会参加の促進とパラスポーツの一層の発展に寄与すること

を目的とする。 

 

２ 主催 

宮崎県、宮崎市、都城市、延岡市、日南市、小林市、日向市、高原町、新富町、 

宮崎県障がい者スポーツ協会、宮崎県パラスポーツ指導者協議会、 

公益財団法人宮崎県スポーツ協会、宮崎県立特別支援学校長会、 

公立大学法人宮崎県立看護大学、社会福祉法人宮崎県社会福祉協議会、 

一般社団法人宮崎県身体障害者団体連合会、一般社団法人宮崎県手をつなぐ育成会、 

宮崎県精神保健福祉連絡協議会、公益財団法人宮崎県視覚障害者福祉協会、 

社会福祉法人宮崎県聴覚障害者協会、宮崎県知的障害者施設協議会 

 

３ 競技運営主管団体 

一般財団法人宮崎陸上競技協会、一般財団法人宮崎県水泳連盟、 

宮崎県アーチェリー協会、宮崎県卓球協会、宮崎県障がい者卓球連盟、 

宮崎県障害者フライングディスク協会、宮崎県ボウリング連盟、宮崎県ボッチャ協会、

一般社団法人宮崎県バスケットボール協会、宮崎県車椅子バスケットボール連盟、 

宮崎県ソフトボール協会、宮崎県バレーボール協会、一般社団法人宮崎県サッカー協会 

 

４ 特別協賛 

大同生命保険株式会社 

 

５ 協賛 

（１）ＪＡＰＡＮ ＧＡＭＥＳパートナー（８社（団体）） 

  米良電機産業株式会社、𠮷原建設株式会社、株式会社丸誠電器、株式会社宮崎放送、 

  清本鉄工株式会社、シフトプラス株式会社、株式会社児湯食鳥、三桜電気工業株式会社 

（令和８（2026）年５月 31日現在） 

 

（２）オフィシャルスポンサー（１２社（団体）） 

  大和証券株式会社、株式会社宮崎銀行、霧島酒造株式会社、旭進興業株式会社、 
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株式会社宮崎太陽銀行、ＮＴＴ西日本株式会社、一般社団法人宮崎県建設業協会、 

株式会社テレビ宮崎、宮崎県民共済生活協同組合、大和開発株式会社、 

株式会社宮崎日日新聞社、宮崎瓦斯株式会社 

（令和８（2026）年５月 31日現在） 

 

（３）オフィシャルサポーター（14社（団体）） 

  株式会社長友総研、株式会社地域経済研究所、株式会社ヒラハラテクノ、 

株式会社文化コーポレーション、雲海酒造株式会社、株式会社ヨコブリシ、 

日本生命保険相互会社、宮崎第一信用金庫、株式会社興電舎、上田工業株式会社、 

株式会社矢野興業、高鍋信用金庫、アイ・ホーム株式会社、 

一般社団法人宮崎県トラック協会 

（令和８（2026）年５月 31日現在） 

 

（４）ゴールドサプライヤー（５社（団体）） 

  宮崎トヨタ自動車株式会社、宮崎日産自動車株式会社、株式会社日産サティオ宮崎、 

株式会社ホンダモビリティ九州、有限会社鉱脈社 

（令和８（2026）年５月 31日現在） 

 

（５）オフィシャルサプライヤー（９社（団体）） 

  株式会社パームス企画、宮崎ダイハツ販売株式会社、株式会社南九州マツダ、 

  株式会社スズキ自販宮崎、宮崎ホンダ販売株式会社、mederi株式会社、 

  株式会社コヅマ、株式会社夕刊デイリー新聞社、ホンダオートえびの販売有限会社 

（令和８（2026）年５月 31日現在） 

 

（６）大会協力企業（３社（団体）） 

  株式会社ルイ高、宮崎トヨペット株式会社、株式会社ぎょうざの丸岡 

（令和８（2026）年５月 31日現在） 

 

６ 大会期日 

令和９（2027）年５月９日（日）、６月 12日（土）、13日（日） 
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７ 実施競技及び大会名 

実施競技 大会名 

個
人
競
技 

陸上競技（身・知） 

日本のひなた宮崎 障スポ 

（第 26回全国障害者スポーツ大会）リハーサル大会 

兼 第 26回宮崎県障がい者スポーツ大会 

 

※アーチェリー（身）は、第 52回九州身体障害者アー

チェリー選手権大会を兼ねる。 

水泳（身・知） 

アーチェリー（身） 

卓球（身・知・精） 

【ｻｳﾝﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙﾃﾆｽ（身）を含

む】 

フライングディスク 

（身・知） 

ボッチャ（身） 

ボウリング（知） 

団
体
競
技 

バスケットボール（知） 

日本のひなた宮崎 障スポ 

（第 26回全国障害者スポーツ大会）リハーサル大会 

兼 第 26回全国障害者スポーツ大会 

バスケットボール競技九州ブロック予選会 

車いすバスケットボール

（身） 

日本のひなた宮崎 障スポ 

（第 26回全国障害者スポーツ大会）リハーサル大会 

兼 第 26回全国障害者スポーツ大会 

車いすバスケットボール競技九州ブロック予選会 

ソフトボール（知） 

日本のひなた宮崎 障スポ 

（第 26回全国障害者スポーツ大会）リハーサル大会 

兼 第 26回全国障害者スポーツ大会 

ソフトボール競技九州ブロック予選会 

ブラインドベースボール

（身） 

日本のひなた宮崎 障スポ 

（第 26回全国障害者スポーツ大会）リハーサル大会 

兼 第 26回全国障害者スポーツ大会 

ブラインドベースボール競技九州ブロック予選会 

バレーボール（身） 

日本のひなた宮崎 障スポ 

（第 26回全国障害者スポーツ大会）リハーサル大会 

兼 第 26回全国障害者スポーツ大会 

バレーボール競技（身）九州ブロック予選会 

バレーボール（知） 

日本のひなた宮崎 障スポ 

（第 26回全国障害者スポーツ大会）リハーサル大会 

兼 第 26回全国障害者スポーツ大会 

バレーボール競技（知）九州ブロック予選会 
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団
体
競
技 

バレーボール（精） 

日本のひなた宮崎 障スポ 

（第 26回全国障害者スポーツ大会）リハーサル大会 

兼 第 26回全国障害者スポーツ大会 

バレーボール競技（精）九州ブロック予選会 

サッカー（知） 

日本のひなた宮崎 障スポ 

（第 26回全国障害者スポーツ大会）リハーサル大会 

兼 第 26回全国障害者スポーツ大会 

サッカー競技九州ブロック予選会 

フットソフトボール（知） 

日本のひなた宮崎 障スポ 

（第 26回全国障害者スポーツ大会）リハーサル大会 

兼 第 26回全国障害者スポーツ大会 

フットソフトボール競技九州ブロック予選会 

（注）身：身体障がい者が出場できる競技 

                        知：知的障がい者が出場できる競技 

                        精：精神障がい者が出場できる競技 
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８ 開催期日及び会場 

実施競技 
開催期日 

（令和９年） 
会場名 

個
人
競
技 

陸上競技（身・知・精） ５月９日（日） KUROKIRI STADIUM 

水泳（身・知・精） ５月９日（日） パーソルアクアパーク宮崎 

アーチェリー（身） ５月９日（日） 
高原町総合運動公園 

多目的芝生広場 

卓球（身・知・精） 

【ｻｳﾝﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙﾃﾆｽ（身）を含

む】 

５月９日（日） 
KING SportsPark 

宮崎市中央公民館 

フライングディスク 

（身・知・精） 
５月９日（日） 

ひなた宮崎県総合運動公園 

ひなた陸上競技場 

ボッチャ（身） ５月９日（日） 早水公園体育文化センター 

ボウリング（知・精） ５月９日（日） 宮崎エースレーン 

団
体
競
技 

バスケットボール（知） 
６月 12日（土）、 

13日（日） 
アスリートタウン延岡アリーナ 

車いすバスケットボール

（身） 

６月 12日（土）、 

13日（日） 
アスリートタウン延岡アリーナ 

ソフトボール（知） ６月 13日（日） 
ひなた宮崎県総合運動公園 

運動広場 

ブラインドベースボール

（身） 

６月 12日（土）、 

13日（日） 
お倉ケ浜総合公園運動広場 

バレーボール（身） ６月 13日（日） 早水公園体育文化センター 

バレーボール（知） ６月 13日（日） 日南総合運動公園多目的体育館 

バレーボール（精） 
６月 12日（土）、 

13日（日） 

ひいらぎスポーツパークこばやし

ひいらぎアリーナ 

サッカー（知） 
６月 12日（土）、 

13日（日） 

新富町フットボールセンター 

いちご宮崎新富サッカー場 

フットソフトボール（知） 
６月 12日（土）、 

13日（日） 
西階公園補助グラウンド 
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９ 出場資格 

（１）出場選手は、次の全ての条件を満たす者とする。 

ア 令和９（2027）年４月１日現在、13歳以上の身体障がい者、知的障がい者及び精神

障がい者。 

イ 身体障がい者は、身体障害者福祉法（昭和24年法律第283号）第15条の規定により身

体障害者手帳の交付を受けた者。 

ウ 知的障がい者は、厚生事務次官通知（昭和48年９月27日厚生省発児第156号）による

療育手帳の交付を受けた者。あるいは、その取得の対象に準ずる障がいのある者。 

エ 精神障がい者は、精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和25年法律第123

号）第45条により、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた者。あるいは、その取得

の対象に準ずる障がいのある者。 

オ 個人競技については、原則として宮崎県内に住民票を有する者又は宮崎県内に所在

する学校に通学している者及び宮崎県内に所在する施設に入所・通所している者。

（ただし、陸上競技、水泳、アーチェリー、卓球（STT含む）及びボッチャにおいて

は、近隣県等からの参加を可能とする場合がある。） 

カ 団体競技については、申込み時に参加する県・指定都市に現住所を有する者。 

 ただし、学校に通学している者及び施設に入所・通所している者は、その学校及び

施設の所在地の県・指定都市でも参加できるものとする。 

（２）団体競技に出場するチームは、原則として全国障害者スポーツ大会開催基準要綱細

則３（１）に規定する九州ブロックの県・指定都市の代表チーム。 

 

10 競技規則 

適用する競技規則は、令和９（2027）年度に適用の全国障害者スポーツ大会競技規則

（公益財団法人日本パラスポーツ協会制定。以下「大会競技規則」という。）及び別に

定める競技別実施要領によるものとする。 

 

11 競技・種目及び障害・年齢区分 

（１）競技・種目及び障害区分は、＜別表１＞第26回全国障害者スポーツ大会「日本のひ

なた宮崎 障スポ」リハーサル大会競技・種目のとおりとする。 

（２）大会競技規則第２条３項に定める年齢区分の基準日は、令和９（2027）年４月１日

とする。 

 

12 出場制限 

（１）個人競技 

個人競技に出場する選手は、＜別表１＞第26回全国障害者スポーツ大会「日本のひ 

なた宮崎 障スポ」リハーサル大会競技・種目に示された競技の中から、１競技を選ぶ 

ものとし、実施種目が複数ある競技については、次のとおり選択して申し込むことが 

できる。 

ア 陸上競技・水泳に出場する選手は、原則として２種目まで（リレー種目に出場する 

選手は３種目まで）出場できるものとする。 
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イ フライングディスクに出場する選手は、アキュラシーのディスリート５又はディス 

リート７のいずれか及びディスタンスの計２種目までを選択できるものとする。 

ウ アーチェリーに出場する選手は、１種目のみの出場とする。 

（２）団体競技 

団体競技に出場する選手は、他の団体競技及び個人競技には出場できない。 

 

13 監督会議 

開催する場合、時間及び会場は別に定める。 

 

14 健康・安全管理 

健康・安全管理については、参加者各自及びその保護者又は所属施設等において十分 

配慮するものとし、主催者においては、応急の処置のみを行うものとする。 

 

15 参加申込及び参加費用 

（１）個人競技の参加選手については、別に定める手続きにより出場選手の競技・種目の 

申込みを行う。団体競技の参加チーム及び出場選手については 、10（２）の県・指定 

都市が派遣するものとし、別に定める手続きにより申込みを行う。 

（２）参加料は無料とする。なお、選手の参加に要する費用は、参加者において負担する 

ものとする。 

（３）大会当日は、競技会場にテレビ局、新聞社等の報道機関が来場し、選手の氏名・写 

真・映像が報道されることがある。また、大会プログラムや大会ホームページ等に障 

害区分（重複障がい含む。）、年齢区分、氏名、選手団名、競技中の写真および競技 

記録等の掲載や主催者による競技会等のインターネット中継を行う場合があるので、 

このことを了承の上、申し込むこと。 

 

16 その他 

（１）宮崎県選手において、リハーサル大会における個人競技の記録は、「日本のひなた

宮崎 障スポ（第26回全国障害者スポーツ大会）」に出場する宮崎県代表選手を選考す

る際の参考資料とする。 

（２）各競技は雨天決行とする。ただし、主催者が荒天又はその他の都合で実施できない 

と判断した場合は中止とする。 

（３）参加者は環境に配慮した大会運営に努めることとする。 

ア できる限り公共交通機関を利用して来場すること。 

イ 会場はいつもきれいにし、ゴミは各自持ち帰ること。 

（４）この要綱に定めるもののほか、リハーサル大会の実施に関して必要な事項は別に定 

める。 

 

附則 

この要綱は、令和８年（2026年）５月31日から施行する。 
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第26回全国障害者スポーツ大会「日本のひなた宮崎 障スポ」競技・種目

１．　陸上競技
◎男女別　　△男女混合・年齢区分なし　　▲男女別・年齢区分なし　　◆障害区分共通

区
分
番
号

障害区分

年
齢
区
分 5

0
ｍ

1
0
0
ｍ

2
0
0
ｍ

4
0
0
ｍ

8
0
0
ｍ

1
5
0
0
ｍ

ス
ラ
ロ
ー

ム

４
×
1
0
0
ｍ
リ
レ
ー

走
高
跳

立
幅
跳

走
幅
跳

砲
丸
投

ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
投
げ

ジ

ャ
ベ
リ

ッ
ク
ス
ロ
ー

ビ
ー

ン
バ

ッ
ク
投

1部
2部
3部
4部
1部
2部
3部
4部
1部
2部
3部
4部
1部
2部
3部
4部

1部

2部

3部

4部

1部
2部
3部
4部
1部
2部
3部
4部
1部
2部
3部
4部
1部
2部
3部
4部
1部
2部
3部
4部
1部
2部
3部
4部
1部
2部
3部
4部
1部
2部
3部
4部
1部
2部
3部
4部
1部
2部
3部
4部
1部
2部
3部
4部
1部 ◎
2部
3部
4部
1部
2部
3部
4部
1部
2部
3部
4部
1部 ◎ ◎
2部 ◎ ◎
3部
4部
1部 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
2部 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
3部
4部
1部 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
2部 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
3部 ◎ ◎
4部 ◎ ◎
1部
2部
3部
4部

※　◆１・２　区分１、２の1500ｍ 競走については、共通種目として競技する。なお、年齢区分は１部・２部と３部・４部でそれぞれ実施する。

※　◆３・４　区分９、10の1500ｍ 競走については、共通種目として競技する。なお、年齢区分は１部・２部と３部・4部でそれぞれ実施する。

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
内部障害 23 ぼうこう又は直腸機能障害

◎ ◎

◎ ◎ ◎

◎

知的障害

◎

◎ ◎ ◎

22 その他の知的障害 ▲
◎ ◎ ◎

21 ダウン症

△
◎ ◎ ◎

◎ ◎

◎

聴覚・平衡機能障
害、音声・言語・そ
しゃく機能障害

20 聴覚障害
◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎
▲

◎ ◎ ◎

◎ ◎

◎

◎

19 その他の視覚障害
◎ ◎ ◎ ◎ ◎

▲
◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎

◎
◎

視覚障害

18 視力0から0.01まで
◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

4 17 電動車いす常用

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
16 その他走可能

◎ ◎ ◎

3

脳
原
性
麻
痺

◎ ◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎
15 上肢に不随意運動を伴う走可能

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

13 上肢で車いす使用
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

14 その他走不能
◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

10
下肢麻痺で座位バランスあり
その他の車いす使用

◎

◎ ◎ ◎

12 片上下肢または片上肢で車いす使用
◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

11
四肢麻痺で車いす使用
けって移動

◎ ◎

◎

◎

◎ ◎ ◎

◆３ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◆４ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◆４ ◎ ◎ ◎

◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎

2

脳
原
性
麻
痺
以
外
で

車
い
す
常
用

、
使
用

7 第６頸髄まで残存
◎

8
第７頸髄まで残存
第８頸髄まで残存

9 下肢麻痺で座位バランスなし
◎ ◎ ◎ ◆３

◎ ◎

◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

下肢

3
両大腿切断または、両下肢完全
片大腿切断および片下腿切断
片下肢完全および片下肢不完全

4 片大腿切断または、片下肢完全

◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

体幹 6 体幹または低身長症
◎ ◎

5
片下腿切断または、片下肢不完全
両下腿切断または、両下肢不完全

◎ ◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

◎

◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎

◎ ◎ ◎

◆１
▲

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◆２ ◎ ◎

投てき

肢
体
不
自
由

1

上肢

1
両前腕切断または、片前腕および片上肢切断
両上肢不完全
両上腕切断または、両上肢完全

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◆２ ◎ ◎

競走 跳躍

2
手部切断
片前腕切断または、片上肢不完全
片上腕切断または、片上肢完全

◎ ◎ ◆１

◎

◎ ◎

議事⑶別表
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議事（３）別紙２ 
 

リハーサル大会競技実施要項（案） 
 

１ 競技運営 

（１）個人競技 

  ア 競技は男女別とする。ただし、陸上競技の４×100ｍリレー、水泳の４×50ｍリレー及び 

４×50ｍメドレーリレー、フライングディスクのアキュラシー種目及びボッチャは除く。 

  イ 競技の組は８名以内とし、予選を行わず組単位に１回の決勝競技とする。ただし、卓球

は４名以内のブロック、ボッチャは３チーム又は４チームのプールに分かれて行うことと

し、競技方法は別に定める。 

  ウ 出場選手が少ない競技・種目は、異なる障害区分の選手又は他の年齢区分の選手が同時

に競技を行うことがある。 

この場合、順位の決定及び表彰は、障害区分及び年齢区分別に行う。 

なお、ボッチャは障害区分によらずプールを形成し、各プールにて順位決定及び表彰を

行う。 

 

（２）団体競技 

  ア バスケットボール及びバレーボール（身体障がいの部・知的障がいの部）は男女別、バ

レーボール（精神障がいの部）は男女混合とし、他の競技は男女混合を可とする。 

  イ 試合は、原則として全国障害者スポーツ大会開催基準要綱細則３（１）に規定する九州

ブロック内の県・指定都市チームの対抗とし、競技別実施要領に定めるところにより実施

する。 

  ウ 競技日程に支障がない範囲で、交流試合を実施することができる。 

 

（３）実施態度 

   主催者（県）が競技運営主管団体と協議の上、決定する。 

 

（４）開始式・表彰式 

  ア 開始式 

    実施する場合は、選手のコンディション等に配慮して簡素に行う。 

  イ 表彰式 

  （ア）陸上競技、水泳、卓球（ＳＴＴ含む）、フライングディスク及びボッチャは、随時、表

彰を行う。 

  （イ）（ア）以外の競技は、競技終了後に行う。 

 

（５）競技記録及び成績の発表等 

   各競技の記録及び成績は、各競技会場内の記録速報板等に掲示するとともに、日本のひな 

た宮崎 国スポ・障スポ実行委員会のホームページに掲載する。 
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（６）抗議 

  ア 競技上の抗議については、令和９（2027）年度に適用の全国障害者スポーツ大会競技規

則（公益財団法人日本パラスポーツ協会制定）に定めるところによる。 

イ 選手の出場資格、組合せ及び障害区分の適用については、抗議することはできない。

 

２ 表彰 

（１）個人競技 

   各競技の組（卓球はブロック、ボッチャはプール）ごとに１位から３位までの選手にメダ

ルを授与する。ただし、ボッチャを除き、組に異なった障害区分及び年齢区分がある場合は、

その区分ごととする。 

   なお、陸上競技における視覚障害選手の伴走者及びボッチャにおけるランプオペレーター

についても、選手と同様にメダルを授与する。 

 

（２）団体競技 

   １位から３位までのチームに賞状を、そのチームの各選手にメダルを授与する。 

 

３ 参加申込 

（１）申込方法 

 ア 個人競技 

   県内の参加希望者は、所定の参加申込書により、居住地の各市町村の障がい福祉主管課（以

下、「取りまとめ団体」という。）を通じて申し込むものとする。 

ただし、学校や施設等に所属する参加希望者については、取りまとめ団体を通じて申し込

むものとする。 

   また、県外の参加希望者は、所定のウェブ申込フォームもしくは参加申込書により、実行

委員会事務局へ申し込むものとする。 

   宮崎県内選手に限り、陸上競技、水泳、フライングディスク、ボウリングについて精神障

害の障害区分及びアーチェリーのリカーブ 30ｍダブル、コンパウンド 30ｍダブルのオープ

ン参加を認める。 

 イ 団体競技 

   参加チームの派遣を行う九州ブロック内の県又は指定都市（以下、「派遣団体」という。）

は、所定の参加申込書により、実行委員会事務局へ申し込むものとする。 

 

（２）申込期限 

 ア 個人競技 

   令和８（2026）年 12月 11日（金）必着とする。 

   ただし、県内の参加希望者の取りまとめ団体及び関係競技運営主管団体への申込期限は、

令和８（2026）年 11月27日（金）必着とする。 

   また、県外からの参加希望者については、定員になり次第締め切ることとし、事務局から

の「出場決定通知」を受けて出場を最終決定とする。 

 イ 団体競技 

   令和９（2027）年１月 29日（金）必着とする。 
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（３）提出先及び問合せ先 

   参加申込者（取りまとめ団体、派遣団体を含む）は、封筒に「参加申込書在中」と朱書き

し、参加申込書を以下へ送付すること。

   〒880-8501 宮崎県宮崎市橘通東２丁目 10番１号 

   日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ実行委員会事務局 

   （宮崎県 宮崎国スポ・障スポ局障スポ大会課 大会競技担当） 

   TEL：0985-26-7835（直通） 

   FAX：0985-24-1723 

   E-mail：shospo-taikai@pref.miyazaki.lg.jp 

 

（４）申込後の選手変更の取扱い 

   原則として、申込締切後の変更は認めない。 

 

４ 番号布 

（１）個人競技に出場する選手は、競技用の服装に必ず番号布を付けるものとする。 

ただし、水泳に出場する選手はＡＤカード（所属選手団、氏名、出場種目等を記載したも

の）をもって番号布に代える。 

 

（２）番号布（ＡＤカードを含む。）は主催者が準備し、選手に配布する。 

 

（３）番号布の布地の色は、障がい別に次のとおり色分けし、数字は黒色とする。なお、障がい

が重複している場合には、出場する障がい部門の色の番号布を使用し、布の下端５ｃｍに他

の重複する障がい部門の色を表示する。 

ア 肢体不自由者 白 

イ 視覚障害者 薄緑 

ウ 聴覚障害者 黄 

エ 知的障害者 桃 

オ 内部障害者 水色 

カ 精神障害者 薄茶 

 

５ 競技場への入退場 

（１）係員の指示に従うものとする。 

 

（２）出場選手の介助等のため競技エリア内に入場できる者は、あらかじめ主催者の許可を受け

た者に限る。 

 

６ その他 

この要項に定めるもののほか、競技運営上必要な事項は、競技ごとに競技運営主団体と協議の

上、競技別実施要領に定める。 
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議事（３）別紙３ 

 

第 26回全国障害者スポーツ大会「日本のひなた宮崎 障スポ」リハーサル大会 

陸上競技実施要領（案） 

１ 競技規則 

令和９（2027）年度に適用の全国障害者スポーツ大会競技規則（公益財団法人日本パラスポーツ協会制定）

によるもののほか、この要領の定めるところによる。

 

２ ウォームアップ 

大会当日のウォームアップは、定められた場所・方法で安全に留意し、競技役員の指示に従って行うもの

とする。特にトラックの横断は、決められた通路を使い、練習の妨害にならないよう、安全に十分留意す

る。練習を行うに当たっては、競技役員の指示に従い安全に留意して行う。 

⑴ 場所 

AKAKIRI FIELD及び投てき練習場（霧島酒造スポーツランド都城内） 

⑵ 使用方法  

ア 車いすを使用する練習は、第１・第２レーンを周回使用する（第３レーンにカラーコーンを設置する。）。 

イ スタートおよび短距離練習は、ホームストレート側の第７・第８レーンを使用する。リレーの練習は、

第４・第５レーンを使用する。（視覚障害者が練習している場合は、視覚障害者の練習を優先する。リ

レー練習をする際は、他の練習の妨げにならないよう配慮する。第６レーンにカラーコーンを設置す

る。） 

ウ ランニングは、トラック外・フィールド内の芝生を使用する。 

エ 視覚障害者の 50ｍ・100ｍ競走の練習は、バックストレート側の第７・第８・第９レーンを使用する。 

オ 走高跳の練習は、フィールド内の走高跳ピットを使用する。 

カ 立幅跳及び走幅跳の練習は指示されたピットを使用する。 

キ スラロームの練習は、指定された場所を使用する。 

ク ビーンバッグ投の練習は、指定されたピットを使用する。 

ケ 砲丸投、ソフトボール投、ジャベリックスローの練習に関しては、投てき練習場を使用する。 

 

⑶ その他 

投てき練習場については、各チームの監督・コーチが必ず付き添い、事故のないように責任を持って

行う。 
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３ 招集 

⑴  招集場所は、屋内走路第２コーナーゲート側の選手招集所とする。 

⑵ 招集の流れは競技開始予定時刻を基準として次のとおりとする。 

 
 

⑶ 招集の方法 

ア 競技者は、競技開始予定時刻の 40分前から 30分前までに点呼を受ける。代理は

認めない。 

イ 点呼を受けた競技者は、競技役員の指示に従い、整列して誘導を待つ。 

ウ 招集完了時刻に遅れた競技者は棄権とみなし、競技に出場することができない。 

エ リレー種目に出場するチームは、招集完了時刻 60分前までに、オーダー用紙２枚

（同じ物）に記入し、テクニカルインフォメーションセンター（以下、ＴＩＣと

いう。）に提出する（オーダー用紙は事前に配付する。）。 

オ 伴走者の持つガイドロープは、招集所において長さを確認する。 

カ 障害区分 18の競技者が装着するアイマスクやアイシェード（以下、「アイマスク

等」という）は、招集所において光が漏れないか競技役員が確認するとともに、

不正なアイマスク等を持ち込まないように手荷物検査を行う場合がある。 

 

４ 車いす（投てき台含む）の検査 

⑴ 車いすを使用する競技者は、競技に出場する際に車いすの検査を受け、「車いす検査

済証」の交付を受けなければならない。 

⑵ 車いす検査は、車いす検査所において競技開始予定時刻 60分前から開始する。 

⑶ 一度不合格であった場合でも、招集完了時刻までに修理・改善すれば再検査を受ける

ことができ、合格すればその車いすを使って競技に出場することができる（時間内に

検査に合格しなければ競技に出場することができない。）。 

 

 

60分前    40分前    30分前              15分前 

招集開始   招集完了  誘導開始       誘導終了   競技開始 

 ●      ●      ●     ●        ●      ● 

  車いす検査（再検査） 点呼           競技者誘導 

          競技者整列 

          アイマスク・ガイドロープ点検 
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５ 競技者の服装等 

⑴ 競技を行う時は、競技用の服装（ランニングシャツ、トレーニングシャツ等）を着用

しなければならない。リレーに出場するチームの競技者は、原則として、同一のユニ

フォームを着用しなければならない。 

⑵ 番号布（アスリートビブス）は、主催者が交付したものを競技用服装の上衣の胸部 

及び背部につける。ただし、跳躍競技の出場者は胸部又は背部のどちらかに付ければ

よい。また、車いす使用者は競技役員の指示に従い、車いすの見やすい位置に取り付

ける。 

⑶ 腰ナンバー標識は、左右の腰（車いす競技者はヘルメットの両側、50ｍ競走に出場す

る車いす競技者は両腕等）によく見えるように貼り付け、競技役員の確認を受ける。 

⑷ 競技の際に使用する靴は、日本陸上競技連盟競技規則の定めるところとし、競技用靴

のスパイクピンの長さは９ｍｍ以下、走高跳、ソフトボール投及びジャベリックスロ

ーは 12ｍｍ以下とする。また、靴底の厚さの規定は適用しない。なお、危険（けが）

の予防上、裸足での競技参加は認めない。 

 

６ 介助者・伴走者  

⑴ 介助・伴走許可証（ビブス）」の交付を受けた者に限り競技場内に入場することができ

る。介助者・伴走者の入場を申請できる選手は、競技規則集に定める障害区分に拠る。

その際は、競技開始前に理由を添えて申請し、主催者の許可を受けなければならない。 

⑵ 介助者の服装は運動靴及び運動着とし、伴走者の服装は競技者の服装に準ずるもの 

とする。 

⑶ 伴走者は、使用時に両端の最大長 50 ㎝以下となる非伸縮性のガイドロープを持つこ

ととし、フィニッシュで競技者の斜め後ろに位置しなかった場合は、当該競技者を失

格とする。 

⑷ 介助者及び伴走者は、競技役員の指示に従うものとし、競技場内では競技者の競技上

有利になるような助言等をしてはならない。助言等は助力とみなされ、競技役員から

注意・警告を受け、聞き入れない場合は、当該競技者を失格とする。（介助者が競技の

伴走をした場合も助力とみなす。） 

⑸ 介助者及び伴走者は、カメラ・ビデオ・携帯電話、若しくは類似の機器等を競技区域

内で所持又は使用することはできない。また、競技に関係ない物についても持ち込む

ことができない。競技役員から注意・警告を受け、聞き入れない場合は、当該競技者

を失格とする。 

 

７ 競技場への入退場 

⑴ 競技場への入退場については、全て競技役員の指示により行う。 
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⑵ 競技が終了した競技者は、競技役員又は競技補助員により競技終了者待機所まで誘導

された後、競技者解散所に誘導され解散する。ただし、１位から３位までの入賞者は、

競技終了者待機所から表彰者待機所まで誘導され表彰を受けた後、競技者解散所で解

散する。 

 

８ 競技方法 

⑴ トラック競技の走路順又は競技順、フィールド競技の試技順は、プログラム記載とす

る。 

⑵ 50ｍ、100ｍ、200ｍ、400ｍ競走及び４×100ｍリレーは、セパレートレーンで行う。 

ただし、視覚障害者（障害区分 18）の 50ｍ競走は、オープンレーンで 1名ずつ行う。 

⑶ 800ｍ競走は、第１曲走路のブレイクラインまでセパレートレーンで行う。 

⑷ トラック競技で他の競技者を妨害した場合は、その競技者を失格とする。なお、この

場合も再レースは行わずレースは成立したものとする。 

⑸ セパレートレーンで行う視覚障害者のトラック競技で、伴走者を伴う競技者は、１競

技者に２レーンを割り当てる。 

⑹ 視覚障害者の 50ｍ競走に出場する競技者が使用する音源は、ハンドマイクに収納した

音響（電子音）又は選手団で用意したものを使用することができる。 

⑺ 聴覚障害者の 100ｍ、200ｍ競走のスタートでは、光刺激スタート発信装置を使用する

ことができる。なお、選手は発信装置の使用・不使用を選択することができ、不使用

の場合は、発信装置をレーンナンバー後方へ移動する。 

⑻ リレーの参加区分は、男女混合とする。 

⑼ 走高跳を除くフィールド競技は３回までの試技が許される。 

⑽ フィールド競技の場合、練習は試技順に１回を原則とする。競技運営の関係上、練習

時間をとらずに直接試技に入ることがある。 

⑾ 視覚障害者（障害区分 18・19）の立幅跳及び投てき種目については、必要に応じて競

技役員又は競技補助員が方向を指示する。ただし、立幅跳については声や音源による

援助は行わない。 

⑿ 視覚障害（障害区分 18）の競技者は、競技エリアでは光を通さないアイマスクを装着

しなければならない。アイマスクを外すことができるのは、審判が認めたときだけで

あり、無断で外す（顔から離したりめくったりする行為を含む。）ことは認められな

い。 

⒀ 走高跳において、表彰組の中で最後の１人となり、１位が決まった場合、バーを上げ

る高さ又はバーの上げ幅については、当該審判又は審判長が決定する。 
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⒁ 走高跳のバーの最初の高さは、下記の通りとする。バーの上げ方は一律２ｃｍとする。 
 

区分１ 男子 140ｃｍ、女子 120ｃｍ 

区分 19 男子 115ｃｍ、女子 100ｃｍ 

区分 20 男子 130ｃｍ、女子 100ｃｍ 

区分 22 男子 100ｃｍ、女子 100ｃｍ 

 

⒂ すべての視覚障害者の走幅跳の踏切エリアの長さは１ｍとする。 

⒃ 投てきに使用する競技用具は、主催者が用意したものとする。 

⒄ 砲丸投はローテーションで行い、ジャベリックスロー、ソフトボール投及びビーンバ

ック投は３回連続して行うものとする。ただし、車いす使用者は、種目に関わらず３

回連続して行う。 

※ 車いす使用者以外の競技者についても、競技運営の関係上、３回連続して投げる

場合がある。 

⒅ 車いすで 100ｍ以上の競走競技に出場する競技者は、ヘルメットを着用して競技しな

ければならない。 

⒆ 車いすで 800ｍ以上の競走競技に出場する競技者は、競技用車いす（レーサー）を使

用しなければならない。 

 

９ 表彰式 

表彰式は、各組の競技終了後に順次行い、各競技の組ごとに１位から３位までの選手に

メダルを授与する。また、視覚障害選手の伴走者についても、選手と同様にメダルを授

与する。 

 

10 その他 

⑴ 競技場内へは、競技者、大会役員、競技役員、競技補助員、手話・要約筆記ボランテ

ィア、実施本部員及びあらかじめ許可された介助者・伴走者、報道関係者及び視察員

等関係者以外は立ち入ることができない。 

⑵ トラック競技に出場する競技者の衣服は、スタート準備完了後担当者（競技補助員）

が競技終了者待機所へ運ぶ。 

⑶ 抗議については、大型スクリーンでの記録発表の後、30分以内に競技者自身又は代理

人あるいはチームを公式に代表する者がＴＩＣまで申し出ること。その後の抗議は、

一切受け付けない。 

⑷ 荒天時のほか不測の事態が生じた場合の取扱いは、主催者において別途定める。 

⑸ 競技に関する不明な点は競技本部に、その他の不明な点は実施本部に問い合わせる。
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第 26回全国障害者スポーツ大会「日本のひなた宮崎 障スポ」リハーサル大会 

水泳競技実施要領（案） 

 

１ 競技規則 

令和９（2027）年度に適用の全国障害者スポーツ大会競技規則（公益財団法人日本パラ

スポーツ協会制定）によるもののほか、この要領の定めるところによる。 

 

２ 招集 

⑴ 招集は競技開始予定時刻の 30 分前から行い、競技開始予定時刻の 15 分前までに完

了する。 

⑵ 招集完了時刻に遅れたときは、棄権とみなす。 

⑶ 競技時刻は、進行の都合により変更する場合があるため、放送・掲示板等に十分注意

すること。 

⑷ 選手は、招集時に主催者が用意したＡＤカードを必ず携帯すること。 

⑸ 前レースの表彰終了時間から次レースの招集終了時間までが 10分以内の選手につい

ては、当該選手の代理の者がその旨を招集所に申し出ることにより、代行することが

できる。 

⑹ 障害区分 17の競技者が装着する光を通さないゴーグルは、招集所において競技役員

が確認する。そのゴーグルを競技開始から競技終了まで外してはならない。ただし、

飛び込みの際などに、故意によらずゴーグルが外れた場合は、その限りではない。 

 

３ リレーオーダー用紙の提出 

リレーオーダー用紙は、その種目が行われる 60 分前までにリゾリューションに提出す 

ること。 

 

４ 選手紹介 

ゲートから１人ずつ（１チームずつ）入場し、その際に選手紹介を行う。入場は、１レ

ーンから順に行う。ゲート後方への選手誘導は競技役員が、レーンへの選手誘導は競技

補助員が行う。 

 

５ 介助者等 

⑴ 障害によりやむを得ず、介助者による補助や指示が必要な選手については、介助者又
は同伴者の入場を許可することができる。 

⑵ 申請が必要となる競技者と障害区分 

ア 競技規則上可能な介助 

① スタート介助（入退水介助含む。） 
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・ 水中スタートの際、身体的理由により壁をつかむことができず、かつ、身体の

一部を壁につけることができない競技者 

・ 安全にスタート台上等に立つまたは座ること、およびそれまでの移動が困難な

競技者 

・ 障害区分 1、８、11、13、16 

② タッピング 

・ 障害区分 17 

※ 必ず介助が必要（50ｍ種目ではスタート・ターンのサイド各１名、計２

名が必要、25ｍ種目では、スタートまでの介護者１名とゴールサイドのタ

ッピング者１名の計２名が必要） 

・ 障害区分 18 

イ 競技規則以外で可能な介助 

① 入退水介助 

・ 障害区分 ８、９、10 

ウ 競技規則以外で可能な同伴 

① 情緒不安定 

・ 障害区分 21及び同等の障害が重複する競技者（他の競技者に迷惑をかける場

合に限る） 

② 種目の指示 

・ 障害区分 21及び同等の障害が重複する競技者（泳ぐ種目・距離を理解できな

い場合に限る。） 

・ 障害区分 21のリレー種目の同伴者は、個人種目で全員に同伴許可があっても

チームで 1名、特別な事情がある場合は２名以内とする。 

⑶ 申請 

ア 介助および同伴を必要とする選手は、参加申込時にその理由を添えて主催者に申請

しなければならない。 

イ 本項⑵の「申請対象となる障害区分」以外で同等の障害を有し介助又は同伴を必要

とする場合は、参加申込時にその理由を添えた申請が必要である。 

ウ 参加申込以後、介助者を要する事情が発生した場合は、当該選手団公式練習終了ま

でに「特記事項変更申請書」をリゾリューションデスクに提出し、審判長の許可を

得なければならない。ただし、初参加のため「不安がっている」、「緊張している」

等、障害の種類や程度によらない理由での申請は認めない。 

⑷ 禁止事項 

ア 介助者及び同伴者は、競技エリア及び招集所においてのコーチング（声かけを含む）

をしてはならない。 

※ 他の選手の迷惑となる行為は招集所の外で対応すること。 
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※ 本項⑵ウ②「種目の指示」の場合は、同伴者による距離及び種目の確認のための声

かけは認める。 

イ 介助者及び同伴者は、競技エリア及び招集所において、許可されたこと以外をして

はならない。例えば、カメラ、ストップウォッチ、携帯電話等の使用は認めない。 

ウ 視覚と聴覚の障害が重複している競技者が出場する場合は、スタートの合図を競技

者に伝えるため、介助者が競技者の身体に触れることが認められるが、競技者の身

体を進行方向に押し出すような合図は、競技者に勢いを与えることになるため、ス

タート違反となる。したがって、介助者が競技者にスタートの合図を伝える際、台

上・台の横からの飛び込みの場合は脚や腰の側部を軽く叩いたり、同部位に触れた

手をスタート合図と同時に離したりするなどの方法を用いる。水中スタートの場合

は、頭や肩を軽く叩いたり、同部位に触れた手をスタート合図と同時に離したりす

るなどの方法を用いる。なお、その際には道具を使ってはならない。 

６ 誘導 

⑴ 競技エリアでの誘導は、競技役員及び競技補助員が行う。なお、許可を受けた介助者
がいる場合は、競技役員の指示に従うこと。 

⑵ 選手は、競技終了後、競技役員及び競技補助員の誘導により、選手解散所にて解散す
る。なお、入賞者については、表彰式終了後、選手解散所にて選手出迎えの者に引き

継ぐものとする。 

 

７ 出発合図 

出発合図は、閃光・電子音装置を使用する。障害区分 19のスタートにおいては、閃光・

電子音装置に加え、出発合図員がスタートの合図を行う。 

 

８ 計時 

⑴ 計時は、自動審判計時装置及び半自動計時装置を使用する。 

⑵ 有効面外のタッチ又はライトタッチで自動審判計時装置が作動しない場合は、半自動
計時装置により計測した記録とする。 

 

９ 浮具の使用 

障害区分 16 の浮具の使用が必要な選手は、参加申込時に申し出があり、かつ、審判長

が認めた場合に限り、使用することができる。ただし、浮具は選手が用意しなければな

らない。 

 

10 貸出用車いす 

競技エリア内への入場の際に車いすが必要な選手は、主催者の用意した車いすを使用す

ることができる。その場合は、主催者に対して参加申込時に申請すること。なお、自身

の車いすを使用する場合は車輪の汚れを取り除くこと。 
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11 貸出用車いす 

  競技エリア内への入場の際に車いすが必要な選手は、原則として主催者の用意した車い

すを使用するものとする。この場合において、主催者に対して参加申込時に申請するこ

と。なお、自身の車いすを使用する場合は車輪の汚れを取り除くこと。 

 

12 開始式・表彰式 

⑴ 開始式 

ア 開始式は、競技開始前にプールサイドで行う。 

イ 開始式に参加する選手は、開始式開始 10分前までにプールサイドの指定された場

所に集合すること。 

ウ 開始式に参加する選手は、原則として衣服を身に着けること。 

⑵ 表彰式 

ア 表彰式は、各組の競技終了後に順次行う。 

イ 表彰式に参加する選手は、原則として衣服を身に着けること。 

 

13 撮影 

⑴ 介助者又は同伴者による競技エリアでの撮影は禁止する。 

⑵ フラッシュ撮影は禁止する。 

 

14 ウォーミングアップ 

ウォーミングアップについては、主催者において別途定める。 

 

15 更衣・服装 

⑴ 世界水泳連盟の公認した水着を着用すること。ただし、身体的理由により世界水泳盟
の公認した水着の着用が不可能な場合、競技会前日の自選出団公式練習終了までに、

審判長に申し出て許可を得ること。 

⑵ 水着へのテーピングは禁止する。身体へのテーピングは、基本的には禁止するが、医
学的な理由（解放創・床ずれ・ストーマを覆う場合など）がある場合、認めることも

ある。その場合は、各競技日の競技開始までに所定の様式により申し出て許可を得る

こと。 

⑶ 更衣は、更衣室を利用すること。異性の介助を必要とする者は、専用の更衣室を使用
すること。 

⑷ 更衣室及び競技エリア以外では、水着及び裸足の状態で歩き回らないこと。 
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16 その他 

⑴ 競技エリアは、競技者の他、競技役員や大会役員等の許可を受けた関係者以外は立 

ち入ることができない。競技者はＡＤカードを携帯しておくこと。 

⑵ プールの水深は 200cmとする。途中でプールの底に立つことができないため、選手は

余裕をもって泳ぐことができる種目に出場すること。なお、入退水専用レーンには、

両隅に低床フロアーを設置する。 

⑶ プールの水温は 28℃～29℃とする。 

⑷ 競技エリアへは、主催者や競技団体の許可を受けた者以外は立ち入ることができない。 

⑸ 貴重品については、各自責任を持って管理すること。 

⑹ 土足厳禁の区域制限を守ること。選手控所は土足厳禁のため、競技者は上履きを持参
すること。 

⑺ 競技エリアでは、水分補給のみ認める。 

⑻ 選手の控所は、指定された場所を利用すること。共有スペース（選手フリースペース）
で、荷物だけを置いての場所取りはしないこと。 

⑼ 荒天時ほか不測の事態が生じた場合の取扱いは、主催者において別途決定する。 

⑽ 競技に関する不明な点は競技本部に、その他不明な点は実施本部に問い合わせる。 
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第 26回全国障害者スポーツ大会「日本のひなた宮崎 障スポ」リハーサル大会 

アーチェリー競技実施要領（案） 

 

１ 競技規則 

 令和９（2027）年度に適用の全国障害者スポーツ大会競技規則(公益財団法人日本パラ

スポーツ協会規定)によるもののほか、この要領の定めるところによる。 

 

２ 競技方法 

⑴ １標的２名（Ａ・Ｂ）の１立制とし、２分３射ごとに採点・矢取りを行う。 

⑵ 練習は、競技開始前に２分（本数制限なし）矢取りを２回行う。 

⑶ 競技進行は、音響・視覚による時間管理装置（信号機）により行う。 

⑷ 得点の記録及び矢の回収は、チームの監督、競技者の代行者（エージェント）、 

または競技運営主管団体が競技者から委託を受けて行うものとする。 

 

３ 立順 

立順は、主催者が策定する。 

 

４ 服装等 

⑴ 選手及びアシスタントの競技時の服装は、競技規則の服装規定に準じたものとする。 

⑵ ゼッケンは、主催者が交付したものを競技者のクイーバー又は大腿部に表示し、競技
中は常にシューティングライン後方から見えるように着用しなければならない。指定

の場所への表示が難しい場合は競技本部へ申告し、着用箇所の指示を受けてそれに従

うこと。 

 

５ 用具検査 

令和９（2027）年５月９日（日）に競技会場で行う。 

弓具以外にも競技中に使用する服装、ゼッケン、車いす、補助具等を含み、大会期間を

通じて各自の責任において管理すること。 

この検査後も、該当する用具は競技終了まで常時検査対象とする。 

 

６ 開始式・表彰式 

⑴ 開始式は、競技開始前に競技会場で行う。 

⑵ 表彰式は、競技終了後に競技会場で行う。 
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７ 介助者について 

⑴ 障害区分１又は特別な事情のある競技者は、あらかじめ主催者に申請を行い、許可を
得た上で１名つけることができる。 

⑵ 競技者と同じゼッケンの交付を受け、表彰式終了時まで着用すること。 

⑶ 必要に応じてシューティングラインまで入場することができる。 

⑷ 競技者に対する競技上の助言は認めない。 

⑸ 違反行為があった場合、すべて競技者の違反行為とする。 

⑹ シューティングラインで介助を行う際、競技上必要な物以外は持ち込んではならな 

い。 

⑺ 競技上の公平性、安全性の確保の目的による競技役員からの指示があった場合は、こ
れに従わなければならない。 

 

８ その他 

⑴ 競技場内へは、事前に主催者に申請の上、受付でＡＤカードを交付された者以外は立
ち入ることができない。 

⑵ 原則として、雨天であっても競技を実施する。雨具、防寒具等は各自で準備するもの
とする。 

⑶ 荒天時ほか不測の事態が生じた場合の取扱いは、主催者において別途決定する。 

⑷ 競技に関する不明な点は競技本部に、その他不明な点は実施本部に問い合わせる 
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第 26回全国障害者スポーツ大会「日本のひなた宮崎 障スポ」リハーサル大会 

卓球競技実施要領（案） 

 

１ 競技規則 

令和９（2027）年度に適用の全国障害者スポーツ大会競技規則（公益財団法人日本パラ

スポーツ協会制定）によるもののほか、この要領の定めるところによる。 

 

２ 競技方法 

⑴ 競技種目は、一般卓球とサウンドテーブルテニス（以下「ＳＴＴ」という。）とし、５
ゲームズマッチ（１ゲームは 11点）で行う。 

⑵ 試合は、各ブロックのリーグ戦方式で行う。 

⑶ 各ブロックは４名以内とし、原則として同一の障害区分、性別及び年齢区分の選手で
構成する。 

⑷ 出場選手の少ない障害区分及び年齢区分では、別の障害区分及び年齢区分の選手と併
せて同一ブロックを構成することがある。ただし、順位の決定、記録の認定及び表彰

は、それぞれの障害区分及び年齢区分別に行う。 

 

３ 競技用具・競技条件等 

⑴ 一般卓球の競技用具 

ア テーブルの色は、ブルー又はレジュブルーを使用する。 

イ 使用球は、公益財団法人日本卓球協会公認プラスチック球とし、主催者が用意する。 

ウ 競技領域は、公益財団法人日本卓球協会制定の日本卓球ルールによる競技領域に可

能な限りあわせることとし、第 26回全国障害者スポーツ大会「日本のひなた宮崎   

障スポ」リハーサル大会においては、長さ 10ｍ、幅５ｍとする。 

⑵ ＳＴＴの競技用具・競技条件 

ア 使用球は、公益財団法人日本パラスポーツ協会公認プラスチック球とし、主催者が

用意する。 

イ アイマスク又はアイシェードは各自で用意することとする。 

ウ 競技領域は、令和９（2027）年度に適用の全国障害者スポーツ大会競技規則（公益

財団法人日本パラスポーツ協会制定）のＳＴＴルールによる競技領域に可能な限

りあわせることとし、第 26 回全国障害者スポーツ大会「日本のひなた宮崎 障ス

ポ」リハーサル大会においては、長さ５ｍ、幅４ｍとする。 

 

４ 服装等 

⑴ 競技用服装は、公益財団法人日本卓球協会が公認したマークの付いたものでなければ
ならない。身体の障害等により日本卓球ルールで定められた服装の着用が困難な者は、

事前に「服装緩和措置申請書」を審判長に提出し、許可を得ること。 
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⑵ 主催者が交付した番号布（ゼッケン）を競技用服装の背部に付けること。 

⑶ 義肢や松葉杖を使用する選手は、特に支障がない限り、接触面にあてがう布やカバー
等を用意すること。 

 

５ 選手招集 

⑴ 選手招集時刻は、試合開始 15分前とする。 

⑵ 選手招集時刻に遅れた選手は、原則として棄権とみなす。 

 

６ サービス規定緩和 

身体の障害等によりサービスの規定の緩和が明らかに必要な場合は、事前に「サービス

緩和措置申請書」を審判長に提出し、許可を得ること。 

 

７ 介助者 

⑴ 介助が必要な選手については、申込時に介助者の入場申請ができる。ただし、介助者
はベンチ（アドバイザー席）に入ることができない。 

⑵ 「介助許可証（ビブス）」の交付を受けた者に限り競技場内に入場することができる。 

⑶ 介助者は、競技者が競技上有利になるような助言等をしてはならない。 

⑷ 競技場内に競技上必要な物以外を持ち込んではならない。 

⑸ 介助者は、競技会場内では、競技役員の指示に従うものとし、注意・警告を受け、聞
き入れない場合は、当該競技者を失格とする。 

 

８ 開始式・表彰式 

⑴ 開始式は、競技開始前に競技会場で行う。 

⑵ 表彰式は、競技終了後に競技会場で行う。 

 

９ その他 

⑴ 競技場内へは、主催者の許可を受けた者以外は立ち入ることができない。 

⑵ 荒天時ほか不測の事態が生じた場合の取扱いは、主催者において別途決定する。 

⑶ 競技に関する不明な点は競技本部に、その他不明な点は実施本部に問い合わせる。 
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第 26回全国障害者スポーツ大会「日本のひなた宮崎 障スポ」リハーサル大会 

フライングディスク競技実施要領（案） 

 

１ 競技規則 

令和９（2027）年度に適用の全国障害者スポーツ大会競技規則（公益財団法人日本パラ

スポーツ協会制定）によるもののほか、この要領の定めるところによる。 

 

２ 競技方法 

⑴ 競技は、全て競技役員の指示により進行する。 

⑵ 競技は、主催者が用意した公式用具により行う。 

 

３ 服装等 

⑴ 競技を行う時は、競技用の服装（運動しやすい服装等）とし、靴はスパイクが付いて
いない運動靴を着用する。 

⑵ 番号布（ゼッケン）は、主催者が交付したものを競技用服装の上衣の胸部及び背部に
付ける。 

 

４ 開始式・表彰式 

⑴ 開始式は、競技開始前に競技会場で行う。 

⑵ 表彰式は、各組競技終了後に順次行い、各競技の組ごとに 1位から 3位までの選手に

メダルを授与する。 

 

５ 受付・招集 

⑴ 選手は競技会場到着後、選手受付所において選手ごとに受付を行う。 

⑵ 選手招集所は、競技会場内に設ける。 

⑶ 招集は、その組の競技開始予定時刻 20分前に開始し、10分前に完了する。 

⑷ 選手は、招集完了時刻までに選手招集所に集合し、競技役員の点呼を受ける。招集時
刻に遅れた者は棄権とみなす。 

 

６ 介助者 

⑴ 介助者として競技エリア内への入場を希望する者は、あらかじめ主催者の許可を得な
ければならない。許可を受けた者に限り競技エリア内に入場することができる。 

⑵ 介助者申請をする者は、以下の項目を理解した上で申請するものとする。 

ア 介助者は、スパイクが付いていない運動靴を着用する。 

 

34



イ 介助者は、競技役員の指示に従うものとし、競技エリア内では競技者の競技上有利
になるような助言等をしてはならない。また、競技エリア内での写真撮影及び通信

機器の使用を禁止する。 

⑶  ビブスは選手解散所で返却すること。 

 

７ その他 

⑴ 大会当日のディスクを使用した練習は、練習会場に限る。練習会場では安全に留意し、
係員の指示に従って行うものとする。 

⑵ 練習用ディスクは、主催者が用意する。 

⑶ 競技場内への入退場は、競技役員の指示により行う。 

⑷ 競技及び表彰の終了した選手は、競技役員又は競技補助員が解散所まで誘導し、解散
する。 

⑸ 競技場内へは、選手、大会役員、競技役員、競技補助員、実施本部員、手話・要約筆
記ボランティアおよびあらかじめ許可された介助者、報道関係者及び視察員等関係者

以外は立ち入ることができない。 

⑹ 原則として、雨天であっても競技実施とするため、雨具、防寒具等は各自で準備する
ものとする。 

⑺ 荒天時ほか不測の事態が生じた場合の取扱いは、主催者において別途決定する。 

⑻ 競技に関する不明な点は競技本部に、その他不明な点は実施本部に問い合わせる。 
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第 26回全国障害者スポーツ大会「日本のひなた宮崎 障スポ」リハーサル大会 

ボッチャ競技実施要領（案） 

 

１ 競技規則 

令和９（2027）年度に適用の全国障害者スポーツ大会競技規則（公益財団法人日本パラ

スポーツ協会制定）によるもののほか、この要領の定めるところによる。 

 

２ チーム編成 

⑴ チームの構成は男女の区別なく２人１組とする。 

⑵ チームの１人は、キャプテンとして腕章を装着して試合を行う。 

⑶ ペアの構成は、「立位」と「座位」の選手とする。 

⑷ 移動したり、方向を変えたりすることが機能的に困難な者にスポーツアシスタント、

ランプ使用者にはランプオペレーターが認められる。 

⑸ 試合に出場するチームには、コーチ（監督又は監督兼務のコーチ）を１名配置するこ

とができる。 

※ 選手 1名が棄権した場合、参加可能な選手１名が２エンドともオープン扱いで

競技することができる。なお、オープン扱いとなった試合は、リーグ戦の成績に

は反映されない。 

 

３ 競技方法 

⑴ ３チーム又は４チームのプールに分かれ、各プールにてリーグ戦を行う。 

なお、プール分けに際して障害区分は考慮しない。 

⑵ 試合は２対２のペア戦を２エンド行い、２エンドの総得点で勝敗を決定する。２エン

ド終了後に同点の場合は、タイブレイク（各チームの任意の選手によるファイナルシ

ョット制度）で勝敗を決める。 

⑶ ジャックボールを含めた各チームの投球時間の合計は、１エンドあたりそれぞれ５分

とする。タイブレイク（ファイナルショット制度）では、各チームの投球時間は１分

とする。 

 

４ コート 

⑴ コートの大きさは12.5m×6.0mとする。 

⑵ コートのラインテープはボックスサイドライン、ターゲットボックス、クロスには

2.0cm幅、それ以外は4.0cm幅の白色ラインテープを使用する。 
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⑶ 競技にて使用するスローイングボックスは２番、３番、４番、５番とする。 

 

５ ボール 

⑴ 主催者にてボールを用意する。 

⑵ 選手は、自身が用意するボールを使用してもよいが、その場合、どちらのチームも自

分たちが使用するボールを１セット持って試合に臨むことができる。また、これより

多いボールを試合に持ち込んではならない。 

 

６ 用具検査 

⑴ 用具検査は公式練習日にランダムチェックにて実施する。 

⑵ 検査の結果、基準を満たしていないと判断された競技用具は、試合では使用できない。

なお、ボールが基準を満たしていないと判断された場合、試合では主催者が用意する

ボールを使用しなければならない。 

 

７ ウォーミングアップ 

ウォーミングアップは、試合を行うコートにて各プールの第１試合開始前に30分程度行

うことができる。また、各試合開始前に２分間ウォーミングアップの時間を設ける。 

 

８ 招集 

⑴ 選手、スポーツアシスタント・ランプオペレーター及びコーチ（監督又は監督兼務の

コーチ）は、試合開始20分前から10分前の間に、使用する競技用具を持参のうえ招集

所に入ること。 

⑵ 招集時間に現れなかった選手は原則として棄権とみなし、試合に出場できない。また、

招集時間に現れなかったスポーツアシスタント・ランプオペレーター、コーチ（監督

又は監督兼務のコーチ）は原則として試合に参加できず、招集所に持参されなかった

競技用具は試合では使用できないものとする。 

⑶ 招集所には選手、スポーツアシスタント・ランプオペレーター及びコーチ以外は入る

ことができない。 

 

 

９ 番号布(ゼッケン) 

番号布は選手に１枚、スポーツアシスタント・ランプオペレーターに１枚配付する。 

選手は胸か足（前面）、スポーツアシスタント・ランプオペレーターは背中に番号布を
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取り付けることとする。番号布を付けていない選手、スポーツアシスタント・ランプオ

ペレーターは招集時での受付ができないので注意すること。 

 

10 競技進行 

競技時間は、原則、プログラムに記載の競技日程表にしたがって行われるが、試合の延

長などにより遅延することがある。その場合は、会場内の記録掲示板に掲示される競技

日程表に時間の変更を記載するので、選手及びチーム関係者は、都度確認を行うこと。 

 

11 開始式・表彰式 

⑴ 開始式は、競技開始前に競技会場で行う。 

⑵ 各プール３位までの選手にメダルを授与する。また、ランプを使用する選手の場合、

ランプオペレーターにも選手と同様にメダルを授与する。 

⑶ スポーツアシスタント及びコーチ（監督又は監督兼務のコーチ）はメダル授与の対象

外とする。 

⑷ 表彰式は競技終了後、プール毎に競技会場で行う。 

 

12 撮影 

⑴ スポーツアシスタント・ランプオペレーター、コーチ（監督又は監督兼務のコーチ）

による競技中の撮影は禁止する。 

⑵ フラッシュ撮影は禁止する。 

 

13 その他 

⑴ 競技エリアへは、選手のほか、主催者や競技役員の許可を受けた関係者以外は立ち入

ることができない。 

⑵ 貴重品については、各自責任を持って管理すること。 

⑶ 競技エリアは土足禁止であるため、各自体育館シューズに履き替えること。なお、車

いすの選手については、競技エリア入口に設置する粘着マットシートにてタイヤの汚

れを落とすこと。 

⑷ 競技エリアでは水分補給のみ認め、水分補給以外の飲食は禁止する。 

⑸ 選手の控所は、指定された場所を利用すること。 

⑹ 荒天時ほか不測の事態が生じた場合の取扱いは、主催者において別途決定する。 

⑺ 競技に関する不明な点は競技本部に、その他不明な点は実施本部に問い合わせる。 
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第 26回全国障害者スポーツ大会「日本のひなた宮崎 障スポ」リハーサル大会 

ボウリング競技実施要領（案） 

 

１ 競技規則 

令和９（2027）年度に適用の全国障害者スポーツ大会競技規則（公益財団法人日本パラ

スポーツ協会制定）によるもののほか、この要領の定めるところによる。  

 

２ 競技方法 

⑴ 試合の方法は、デュアルレーン（アメリカン）方式で行う。 

⑵ 競技はすべてスクラッチ４ゲームとし、その合計得点により順位を決定する。 

※順位決定の際、同点の成績の場合は、規定に基づきゲームローハイにて決定する。 

⑶ 原則として、ゲームは１ボックス（２レーン）８名までとし、１フレームごとに交代
で投球する。 

⑷ 投球練習は、競技開始前に競技役員の指示により、各選手が競技を行う２つのレーン
で 10分間行う。 

⑸ 隣り合ったレーンで、同時に投球姿勢に入った場合は、右側のレーンの選手を優先す
る。 

⑹ ファウルについては、自動式ファウル判定機を使用する。 

⑺ オートマチックスコアラーの操作及び個人記録カードの記入は、すべて競技役員が行
う。 

⑻ 競技は、競技日程に基づき実施し、すべて競技役員の指示で行う。 

 

３ 服装等 

⑴ 服装は、ボウリング競技をする上で支障のないものを着用する。 

⑵ ソックスを必ず履くこと。 

⑶ 番号布（ゼッケン）は、主催者が交付したものを胸部及び背部に付ける。 

 

４ 招集 

⑴ 受付後、指定されたボックスに招集し、Ａグループの選手は開始式の開始 10 分前、

Ｂグループの選手は投球練習の開始 10分前に完了する。 

⑵ 招集完了時刻に遅れた選手は、棄権したものとみなし、競技に出場できない。 

 

５ 開始式・表彰式 

開始式は、競技開始前に競技会場で行う。 

表彰式は、各シフトの競技終了後に競技会場で行う。 
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６ その他 

⑴ ボウラーズエリアに入る際は、必ずボウリングシューズを着用すること。 

⑵ 選手は、競技中ボウラーズベンチを離れてはならない。やむを得ず離れる場合は、必
ず競技役員に申し出ること。 

⑶ 選手以外にボウラーズエリアに入ることができる者は、監督、コーチ、競技役員又  

は競技補助員とする。ただし、各選手団の監督又はコーチが立ち入ることができる エ

リアは、当該選手団の選手が競技しているボックス内後方とする。 

⑷ 競技会場のハウスボール及びハウスシューズを使用する場合は、参加申込書に基づき、
主催者が競技会場において用意する。 

ア ハウスシューズは、主催者が所定の場所に用意し、選手はボウラーズエリア後方の

通路で履き替える。 

イ ハウスボールは、主催者が所定の場所に用意し、選手は競技終了後、速やかに元の

場所に返却する。 

⑸ ボールを拭くタオルは、選手が用意すること。 

⑹ 競技上不明な点は、競技本部に問い合わせること。 

⑺ 荒天時ほか不測の事態が生じた場合の取扱いは、主催者において別途決定する。 

⑻ 競技に関する不明な点は競技本部に、その他不明な点は実施本部に問い合わせる。 
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第 26回全国障害者スポーツ大会「日本のひなた宮崎 障スポ」リハーサル大会 

兼 第 26回全国障害者スポーツ大会九州ブロック地区予選会 

バスケットボール競技実施要領（案） 

 

１ 競技規則 

  令和９（2027）年度に適用の全国障害者スポーツ大会競技規則（公益財団法人日本パラ

スポーツ協会制定）によるもののほか、この要領の定めるところによる。 

 

２ チーム 

⑴ チームの構成は、ヘッドコーチ１名、ファーストアシスタントコーチ１名、マネージ 

ャー１名及び選手 12 名以内とする。ここでいうコーチとは、ゲーム中、実際にチー 

ムを指揮する者を指す。 

⑵ ヘッドコーチ、ファーストアシスタントコーチ又はマネージャーが選手を兼ねる場合
は、選手名簿に登録されていなければ選手として出場できない。この場合、選手の数

は、選手を兼ねるヘッドコーチ、ファーストアシスタントコーチ、マネージャーを含

めて 12名以内とする。 

⑶ 男女別にチームを編成する。 

 

３ 競技方法 

⑴ 試合は、宮崎県を除く男女別トーナメント方式とする。 

また、トーナメント戦以外に、宮崎県を含む交流戦を実施する。 

⑵ トーナメント戦は、10分のクォーターを４回行うものとし、第４クォーターが終わっ
たときに得点が同点だった場合、１回５分間のオーバータイムを決着がつくまで必要

な回数行う。第１クォーターと第２クォーターの間及び第３クォーターと第４クォー

ターの間にそれぞれ２分のインターバルをおく。第２クォーターと第３クォーターの

間に 10分のハーフタイムをおく。 

⑶ 交流戦は、10分のクォーターを２回行うものとし、第１クォーターと第２クォーター
の間に２分のインターバルをおく。第２クォーターには、公益財団法人日本バスケッ

トボール協会競技規則の第４クォーターのルールを適用する。ただし、第２クォータ

ー終了時に同点の場合、勝敗は決定しない。 

 

４ 服装等 

⑴ 出場選手は、濃色と淡色（白色が望ましい）の２種類のユニフォームを用意し、原則
として組合せ番号の若いチームが淡色（白色が望ましい）のユニフォームを着用する

こと。ただし、２試合目以降については、両チームの協議により、ユニフォームの色

の濃淡を変更することができる。なお、選手全員が同じデザインの色や形のユニフォ

ーム（シャツ、ショーツ及びソックス）を着用しなければならない。 
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⑵ 番号は、0、00及びから 99までの番号を使用し、審判とスコアラーにはっきりと分かるように

付けること。 

 

５ 試合球 

試合球は、公益財団法人日本バスケットボール協会主催大会公式試合球とし、男子は７号球（モ

ルテンＢ７Ｇ5000）、女子は６号球（モルテンＢ６Ｇ5000）とし、主催者が用意する。 

 

６ 組合せ 

組合せは、令和９（2027）年２月に開催するプログラム編成会議において、主催者が関係者立会

いの下に代理抽選を行い、決定する。 

 

７ 開始式・表彰式 

⑴ 開始式は、競技開始前に競技会場で行う。 

⑵ 表彰式は、競技終了後に競技会場で行う。 

 

８ チームベンチ 

チームベンチは、組合せ表の番号が若いチームをオフィシャル席に向かって右側とする。 

 

９  出場権 

    この大会の優勝チームは、第 26回全国障害者スポーツ大会への出場権を得る。 

 

10 その他 

⑴  監督会議は競技開始前に行う。なお、時間及び場所について別途通知する。 

⑵ 開始式、表彰式に参加する選手は、原則として、ユニフォーム又はジャージのいずれかをチー

ムで統一し着用すること。 

⑶ 競技場内へは、チームベンチエリアに入る者のほか、主催者が認めた者以外は入ることができ

ない。 

⑷ チームスタッフ３名とは別にトレーナーを帯同しているチームは、決められた位置に、トレー

ナー１名を待機させることができる。なお、トレーナーは参加申込時に登録した者に限る。こ

のトレーナーは、実際に施術ができる者とし、公認パラスポーツトレーナーの有資格者である

ことが望ましい。 

⑸ 会場内の秩序については、競技役員の指示に従うこと。 

⑹ 練習球は、各チームで用意する。 

⑺ 練習は定められた場所で安全に留意し、主催者の指示に従って行うものとする。 

⑻ 荒天時ほか不測の事態が生じた場合の取扱いは、主催者において別途決定する。 

⑼ 競技に関する不明な点は競技本部に、その他不明な点は実施本部に問い合わせる。 
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第 26回全国障害者スポーツ大会「日本のひなた宮崎 障スポ」リハーサル大会 

兼 第 26回全国障害者スポーツ大会九州ブロック地区予選会 

車いすバスケットボール競技実施要領（案） 

 

１ 競技規則 

令和９（2027）年度に適用の全国障害者スポーツ大会競技規則（公益財団法人日本パラ

スポーツ協会制定）によるもののほか、この要領の定めるところによる。 

 

２ チーム 

⑴ チームの構成は、ヘッドコーチ１名、ファーストアシスタントコーチ１名、マネージ

ャー１名及び選手 12 名以内とする。ここでいうコーチとは、ゲーム中、実際にチー

ムを指揮する者を指す。 

⑵ ヘッドコーチ、ファーストアシスタントコーチ、マネージャーが選手を兼ねる場合は、 

選手名簿に登録されていなければ選手として出場できない。この場合、選手の数は、

選手を兼ねるヘッドコーチ、ファーストアシスタントコーチ、マネージャーを含めて

12名以内とする。 

⑶ 男女混合のチーム構成も可とする。なお、女子選手が大会に出場する場合には、コー 

ト内（５人）のプレーヤーの持ち点合計より女子選手１人につき 1.5 点を減算する。

ただし、コート内でプレーする女子選手の減算は２人までに適用する。 

 

３ 競技方法 

⑴ 試合は、宮崎県を除くトーナメント方式とする。また、トーナメント戦以外に、宮崎

県を含む交流戦を実施する。 

⑵ トーナメント戦は、10分のクォーターを４回行うものとし、第４クォーターが終わっ  

たときに得点が同点だった場合、１回５分間のオーバータイムを決着がつくまで必要

な 回数行う。第１クォーターと第２クォーターの間及び第３クォーターと第４クォ

ーターの間にそれぞれ２分のインターバルをおく。第２クォーターと第３クォーター

の間に 10分のハーフタイムをおく。 

⑶ 交流戦は、10分のクォーターを２回行うものとし、第１クォーターと第２クォーター 

の間に２分のインタ―バルをおく。第２クォーターは、一般社団法人日本車いすバス 

ケットボール連盟競技規則の第４クォーターのルールを適用する。ただし、第２クォ

ーター終了時に同点の場合、勝敗は決定しない。 

⑷ 交流戦は第１クォーターと第２クォーターで合計２回タイムアウトをそれぞれのチ

ームでとることができる。 
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４ 服装等 

⑴ 出場選手は、濃色と淡色（白色が望ましい。)の２種類のユニフォームを用意し、原則

として組合せ番号の若いチームが淡色（白色が望ましい。)のユニフォームを着用する

こと。ただし、２試合目以降については、両チームの協議により、ユニフォームの色

の濃淡を変更することができる。なお、選手全員が同じデザインの色や形のユニフォ

ーム(シャツ、ショーツ及びソックス)を着用しなければならない。 

⑵ 背番号は０、00 及び１から 99 までの番号を使用し、審判とスコアラーにはっきりと

分かるように付けること。 

 

５ 試合球 

試合球は、公益財団法人日本バスケットボール協会検定７号球（モルテンＢ７Ｇ5000）

とし、主催者が用意する。 

 

６ 組合せ 

組合せは、令和９（2027）年２月に開催するプログラム編成会議において、主催者が関

係者立会いの下に代理抽選を行い、決定する。 

 

７ 開始式・表彰式 

⑴ 開始式は、競技開始前に競技会場で行う。 

⑵ 表彰式は、競技終了後に競技会場で行う。 

 

８ 出場選手の持ち点の確認及び競技用車いすの検査 

出場選手は、大会当日までに一般社団法人日本車いすバスケットボール連盟発行の「選

手登録証及び持ち点カード」又は「仮カード」により、補装具等の確認を受けるととも

に、競技用車いすの検査を受けること。持ち点について疑義が生じたときは、審査を行

って持ち点を変更することがある。 

 

９ チームベンチ 

チームベンチは、組合せ表の番号が若いチームをオフィシャル席に向かって右側とする。 

 

 

10 出場権 

  この大会の優勝チームは、第 26回全国障害者スポーツ大会への出場権を得る。 
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11 その他 

⑴ 監督会議は競技開始前に行う。なお、時間及び場所については別途通知する。 

⑵ 開始式、表彰式に参加する選手は、原則として、ユニフォーム又はジャージのいずれ

かを、チームで統一し着用の上、競技用車いすで参加すること。 

⑶ 競技場内へは、チームベンチエリアに入る者のほか、主催者が認めた者以外は入るこ

とができない。 

⑷ チームスタッフ３名とは別にトレーナーを帯同しているチームは、決められた位置に、

トレーナー１名を待機させることができる。なお、トレーナーは参加申込時に登録し

た者に限る。このトレーナーは、実際に施術ができる者とし、公認パラスポーツトレ

ーナーの有資格者であることが望ましい。 

⑸ 会場内の秩序については、競技役員の指示に従うこと。 

⑹ 練習球は、各チームで用意する。 

⑺ 練習は定められた場所で安全に留意し、主催者の指示に従って行うものとする。 

⑻ 荒天時ほか不測の事態が生じた場合の取扱いは、主催者において別途決定する。 

⑼ 競技に関する不明な点は競技本部に、その他不明な点は実施本部に問い合わせる。 
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第 26回全国障害者スポーツ大会「日本のひなた宮崎 障スポ」リハーサル大会 

兼 第 26回全国障害者スポーツ大会九州ブロック地区予選会 

ソフトボール競技実施要領（案） 

 

１ 競技規則 

令和９（2027）年度に適用の全国障害者スポーツ大会競技規則（公益財団法人日本パス

ポーツ協会制定）によるもののほか、この要領の定めるところによる。 

 

２ チーム 

⑴ チームの編成は、監督１名、コーチ２名以内及び選手 15 名以内（男女は問わない。）

とする。 

⑵ 監督およびコーチが選手を兼ねる場合は、選手名簿に登録されていなければ選手とし
て出場できない。この場合の選手の人数は、選手を兼ねる監督およびコーチを含め 15

名以内とする。 

 

３ 競技方法 

⑴ 試合は、宮崎県チームを除くトーナメント方式とする。トーナメント戦以外に宮崎県
チームを含めた交流戦を実施する。 

⑵ 試合は５回制とする。試合開始後 80分を経過した後は、新しい回に入らない。 

※開催状況によっては、「試合開始後 80分」を緩和することができる。 

⑶ 同点の場合はタイブレイクにより試合を延長して行う。ただし、延長は２回を限度と
し、延長開始後 15 分を経過した後は、新しい回には入らない。それでも同点の場合

は、最終出場選手（DP制を採用した場合は FP選手を除く。）９名の抽選によって勝敗

を決定する（決勝戦を除く）。抽選は競技主管団体が行う方法に沿うこととし、監督会

議にて実施方法を確認する。 

⑷ ３回終了以降 10 点以上の差が生じた時は、得点差コールドゲームとする。また、降

雨等の事情により試合の継続が不可能と判断された場合は、３回以上の回の終了をも

ってコールドゲームとする。 

⑸ ファーストピッチにより行う。 

⑹ 本塁から外野フェンスまでは 67ｍ、塁間距離は 18.29ｍ、投球距離は 13.11ｍとする。 

⑺ パスボール、振り逃げ、スクイズバンド及び盗塁は適用しない。 

⑻ 不正投球が行われたときは、審判により注意（指導）を行う。２度目以降は、不正投
球として処理する。 

⑼ ピッチャーが投球したボールがホームベースを通過した時点でボールデッドとし、キ
ャッチャーからの牽制、暴投による進塁など、その後のプレーは成立しない。 

⑽ ランナーが帰塁を故意に遅らせた場合は、審判団から厳重に注意し、再度繰り返す場
合は審判団の判断で遅延行為によりランナーをアウトにする。 
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⑾ 指名選手（DP）及び再出場（リエントリー）を採用する。 

⑿ 競技時間内で、選手の応急手当が必要な場合や強風雨・雷雨時、および選手の健康状
態を維持するために給水タイムを実施した場合は、時間計測は行わない。 

 

４ 服装等 

⑴ 同一チームの監督、コーチ及び選手は、同色・同意匠のユニフォームを着用しなけれ
ばならない。また、男子は同じ帽子をかぶらなければならない。 

⑵ ユニフォームナンバーは、背中と胸下につけなければならない。監督は 30番、コーチ

は 31 番（二人目は 32 番）、主将は 10 番とし、他の選手は１番から 99 番の番号とす

る。また、ユニフォームの左袖（左肩から 10㎝程度）に都道府県・指定都市名を表示

する。 

⑶ 打者・打者走者・走者、次打者及び１・３塁のベースコーチは、両耳あてのある同色
のヘルメットを着用する。また、捕手は、スロートガード付きマスク、捕手用ヘルメ

ット、ボディプロテクター及び膝当て付きレガーズを着用する。 

⑷ 金属製スパイクの使用は禁止する。 

 

５ 試合球 

試合球は、公益財団法人日本ソフトボール協会検定 12インチボール（ゴム）とし、主催

者が用意する。 

 

６ 組合せ 

組合せは、令和９（2027）年２月に開催するプログラム編成会議において、主催者が関

係者立会いの下に代理抽選の上、決定する。 

 

７ 打順表等 

⑴ 打順表は５部作成し、試合開始 30分前または前試合３回終了時に、主将が競技会場の

競技本部へ提出する。ただし、第１試合は、開始式終了後に速やかに提出すること。 

⑵ 攻守の決定は、打順表提出時に審判員立会いのもと、球審のコインのトスによって決
定する。コインの表裏の選択は、先着の主将に優先権を与える。両チーム同時の場合

は、球審の任意の判断により、いずれかのチームを優先させる。 

 

８ 開始式・表彰式 

⑴ 開始式は、競技開始前に競技会場で行う。 

⑵ 表彰式は、競技終了後に競技会場で行う。 
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９ 出場権 

  この大会の優勝チームは、第 26回全国障害者スポーツ大会への出場権を得る。 

 

10 その他 

⑴ 監督会議は競技開始前にて行う。なお、時間及び場所については別途通知する。 

⑵ 監督会議では予め主催者と協議した事項について、大会申し合わせ事項を設けること 

ができる。 

⑶ ベンチは、組合せ表の番号が若いチームを１塁側とする。 

⑷ ベンチ内へは、監督、コーチ、選手以外は入ることができない。ただし、チームスタ
ッフとは別にトレーナーを帯同しているチームは、１名ベンチに入ることができる。

なお、トレーナーは参加申込時に登録した者に限る。このトレーナーは、実際に施術

ができる者とし、公認パラスポーツトレーナーの有資格者であることが望ましい。 

⑸ 競技場内へは、主催者の許可を受けた者以外は立ち入ることができない。 

⑹ 練習場所については、主催者からの指示に従うものとする。 

⑺ 練習球は、各チームが用意する。 

⑻ 荒天時ほか不測の事態が生じた場合の取扱いは、主催者において別途決定する。 

⑼ 競技に関する不明な点は競技本部に、その他不明な点は実施本部に問い合わせる。 
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第 26回全国障害者スポーツ大会「日本のひなた宮崎 障スポ」リハーサル大会 

兼 第 26回全国障害者スポーツ大会九州ブロック地区予選会 

ブラインドベースボール競技実施要領（案） 

 

１ 競技規則 

令和９（2027）年度に適用の全国障害者スポーツ大会競技規則（公益財団法人日本パラ

スポーツ協会制定）によるもののほか、この要領の定めるところによる。 

 

２ チーム 

⑴ チームの構成は、監督１名及び選手 15名以内（男女は問わない）とし、他に専任のコ

ーチャー４名以内、スコアラー１名及びマネージャー１名を設けることができる。 

⑵ 監督が選手を兼ねる場合は、選手名簿に登録されていなければ選手として出場できな
い。この場合の選手の人数は、選手を兼ねる監督を含め 15名以内とする。 

 

３ 競技方法 

⑴ 試合は、宮崎県チームを除くトーナメント方式とする。また、トーナメント戦以外
に、宮崎県を含む交流戦を実施する。 

⑵ 試合は７回までとし、試合開始後 80分を経過した後は、新しい回に入らない。 

⑶ 試合開始後 40分を経過した場合は、正式に試合が成立したと認める。 

⑷ 同点の場合は、次の回からタイブレイクにより試合を延長して行う。ただし、タイ
ブレイクは２回までとする。それでも、同点の場合は最終出場選手 10名の抽選によ

り勝敗を決定する。最終出場選手とは最終回に出場していた選手 10名をいう。抽選

方法は、競技主管団体が行う方法に沿うこととし、大会の監督会議にて実施方法を

確認する。 

⑸ 雨天等による大会日程の変更や中止は、主催者と審判団で協議し決定する。その
際、正式な試合以外は、抽選により勝敗を決定する。 

⑹  指名打者（ＤＨ）及び再出場（リエントリー）を採用する。 

⑺ 試合球は、全日本ブラインドベースボール連盟公認球とし、主催者が用意する。 

 

４ 服装等 

⑴ 同一チームの監督、コーチャー及び選手は、同色・同意匠のユニフォームを着用しな
ければならない。 

⑵ ユニフォームナンバーは、背中と胸下につけなければならない。監督は 30番、専任の

コーチャーは 31番から 34番、主将は 10番とし、他の選手は１番から 99番までの番

号とする。また、ユニフォームの左袖に都道府県・指定都市名を表示すること。 

⑶ 競技中、コーチャーズボックスにいるランナーコーチャーは、黄色の帽子を着用する
こと。 
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⑷ スコアラー及びマネージャーは、ユニフォームを着用してはならない。 

⑸ 金属製スパイクの使用は禁止する。 

⑹ 危険防止のため、競技中の選手（コーチャー含む）は、腕時計、ブレスレット、ネッ
クレス等、危険と思われるものを着用してはならない。 

 

５ 組合せ 

組合せは、令和９（2027）年２月に開催するプログラム編成会議において、主催者が関

係者立会いの下に代理抽選を行い、決定する。 

 

６ 打順表等 

⑴ 打順表は５部作成し、試合開始時刻 30分前までに、主将が競技会場の競技本部へ提出

する。ただし、第１試合は開始式終了後に提出すること。なお、打順表は、監督会議

において競技本部から配布する。 

⑵ 攻守順の決定は、打順表の提出の時に審判員立会いの下に決定する。 

⑶ 視力区分（全盲・弱視）の登録は、打順表の提出をもって行う。 

 

７ 開始式・表彰式 

⑴ 開始式は、競技開始前に競技会場で行う。 

⑵ 表彰式は、競技終了後に競技会場で行う。 

 

８  出場権 

    この大会の優勝チームは、第 26回全国障害者スポーツ大会への出場権を得る。 

 

９ その他 

⑴ 監督会議は競技開始前に行う。なお、監督会議の時間及び場所については別途通知す
る。 

⑵ 監督会議では、あらかじめ主催者と協議した事項について、大会申し合わせ事項を設
けることができる。監督会議で決定した申し合わせ事項等は、大会の規定と同じ扱い

とし、遵守する。 

⑶ ベンチは、組合せ表の番号が若いチームを１塁側とする。 

⑷ ベンチ内へは、監督、コーチャー、選手、スコアラー、マネージャー以外は入ること
ができない。また、チームスタッフとは別にトレーナーを帯同しているチームは、１

名ベンチに入ることができる。なお、トレーナーは参加申込時に登録した者に限る。

このトレーナーは、実際に施術ができる者とし、公認パラスポーツトレーナーの有資

格者であることが望ましい。 

⑸ 競技場内へは、主催者の許可を受けた者以外は立ち入ることができない。 
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⑹ アイシェード、全盲プレイヤー標示物、黄色標示物、コーチャー用帽子および練習球
は、各チームで用意すること。 

⑺ 練習場所については、主催者からの指示に従うものとする。 

⑻ 練習球は、各チームが用意する。 

⑼ 荒天時ほか不測の事態が生じた場合等の取扱いは、主催者において別途決定する。 

⑽ 競技に関する不明な点は競技本部に、その他不明な点は実施本部に問い合わせる。 
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第 26回全国障害者スポーツ大会「日本のひなた宮崎 障スポ」リハーサル大会 

兼 第 26全国障害者スポーツ大会九州ブロック地区予選会 

バレーボール競技実施要領（案） 

（身体（聴覚）障害の部、知的障害の部、精神障害の部） 

 

１ 競技規則 

令和９（2027）年度に適用の全国障害者スポーツ大会競技規則（公益財団法人日本パラ

スポーツ協会制定）によるもののほか、この要領の定めるところによる。 

 

２ チーム 

全てのチームにおいて監督及びコーチが選手を兼ねる場合は、選手名簿に登録されてい

なければ選手として出場できない。この場合の選手人数は、選手を兼ねる監督及びコー

チを含めて 12名以内とする。 

⑴ 身体（聴覚）障害の部 

ア チームの構成は、監督１名、コーチ１名、マネージャー１名、手話通訳者 1名及び

選手 12名以内とする。 

イ 男女別にチームを編成する。 

⑵ 知的障害の部 

ア チームの構成は、監督１名、コーチ１名、マネージャー１名及び選手 12 名以内と

する。 

イ 男女別にチームを編成する。 

⑶ 精神障害の部 

ア チームの構成は、監督１名、コーチ１名、マネージャー１名及び選手 12 名以内と

する。 

イ 男女混合でチームを編成する（試合中は少なくとも１名以上の女性選手が出場して

いなければならない。）。 

 

３ 競技方法 

⑴ 試合は、宮崎県を除く、身体（聴覚）障害の部（男女別）、知的障害の部（男女別）及

び精神障害の部ごとにトーナメント方式とする。また、トーナメント戦以外に、宮崎

県を含む交流戦を実施する。 

⑵ 全試合３セットマッチとし、２セットを先取したチームを勝ちとする。 

⑶ １セット 25 点のラリーポイント制とする。（ただし、交流戦の３セット目は 15 点の

ラリーポイント制とする。）なお、得点が「24対 24」（交流戦３セット目は「14対 14」）

の同点となった場合、それ以降は、２点リードしたチームをそのセットの勝者とする。 
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⑷ 第３セットでは、いずれかのチームが 13 点（交流戦は８点）先取したときにコート

の交代を行う。 

⑸ 試合は、ワンボールシステムで行う。 

⑹ 設定時刻より早く試合を開始することはない。設定時刻を超える場合は直前の試合終

了の 10 分後にプロトコールを開始する。ただし、連続試合となる場合は試合終了後

の 20分後にプロトコールを開始する。 

 

４ 服装等 

⑴ 背番号は、１番から 12番までとする。やむを得ない場合は、１番から 99番までとす

る。なお、チーム名、キャプテンマーク及び背番号等のサイズは、規定のものとする。

また、ユニフォームに都道府県名・指定都市名を表示すること。 

⑵ リベロプレーヤーを採用する場合は、他の競技者と明確に区別できるユニフォームを
着用すること。 

 

５ ネットの高さと試合球 

⑴ ネットの高さは、次のとおりとする。 

 ア 身体（聴覚）障害の試合 男子 2.43ｍ、女子 2.24ｍ 

 イ 知的障害の試合     男子 2.30ｍ、女子 2.15ｍ 

 ウ 精神障害の試合     2.24ｍ 

⑵ 身体（聴覚）障害及び知的障害の試合球は、次の公益財団法人日本バレーボール協会

検定球５号球（人工皮革・カラーボール）とし、主催者が用意する。 

ア 男子 モルテン製カラーボール（Ｖ５Ｍ5000） 

イ 女子 ミカサ製カラーボール（Ｖ300Ｗ） 

⑶ 精神障害の試合球は、日本ソフトバレーボール連盟公認球ソフトバレーボール球・糸

巻きタイプ（モルテン製円周 78±１㎝、重量 210ｇ±10ｇ）（Ｓ３Ｙ1500－ＷＸ）と

し、主催者が用意する。 

 

６ 組合せ 

組合せは、令和９（2027）年２月に開催するプログラム編成会議において、主催者が関

係者立会いの下に代理抽選を行い、決定する。 

 

７ 表彰式 

表彰式は、競技終了後に競技会場で行う。 

 

８ 出場権 

   この大会の優勝チームは、第 26回全国障害者スポーツ大会への出場権を得る。 
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９ その他 

⑴ 監督会議は競技開始前に行う。なお、時間及び場所については別途通知する。 

⑵ ベンチには、選手、監督、コーチ、マネージャー及び手話通訳者以外は入ることがで
きない。なお、手話通訳者は、参加申込時に登録した者とする。 

⑶ 監督、コーチ、マネージャー、手話通訳者は統一された服装を着用すること。 

⑷ 監督、コーチ、マネージャーは規定の各章を左胸部につけることとし、未着用の場合
はベンチに入ることができない。 

⑸ チームスタッフ３名（身体（聴覚）障害の部のみ手話通訳者を含めた４名）とは別に
トレーナーを帯同しているチームは、チームベンチエリア後方の決められた位置にト

レーナー１名を待機させることができる。なお、トレーナーは参加申込時に登録した

者に限る。このトレーナーは、実際に施術ができる者とし、公認パラスポーツトレー

ナーの有資格者であることが望ましい。 

⑹ 競技場内へは、主催者の許可を受けた者以外は立ち入ることができない。 

⑺ 身体（聴覚）障害の部は、タラフレックス（長尺弾性塩ビシート）コートで競技を行
い、知的障害の部及び精神障害の部は、木製フロアで競技を行う。 

⑻ 練習球は、各チームで用意する。 

⑼ 練習は定められた場所で安全に留意し、主催者の指示に従って行うものとする。 

⑽ 荒天時ほか不測の事態が生じた場合の取扱いは、主催者において別途決定する。 

⑾ 競技に関する不明な点は競技本部に、その他不明な点は実施本部に問い合わせる。 
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第 26回全国障害者スポーツ大会「日本のひなた宮崎 障スポ」リハーサル大会 

兼 第 26回全国障害者スポーツ大会九州ブロック地区予選会 

サッカー競技実施要領（案） 

 

１ 競技規則 

令和９（2027）年度に適用の全国障害者スポーツ大会競技規則（公益財団法人日本パラ

スポーツ協会制定）によるもののほか、この要領の定めるところによる。 

 

２ チーム 

⑴ チームの構成は、監督１名、コーチ２名以内及び選手 16名以内（男女は問わない）と

する。 

⑵ 監督及びコーチが選手を兼ねる場合は、選手名簿に登録されていなければ選手として
出場できない。この場合の選手人数は、選手を兼ねる監督及びコーチを含めて 16名以

内とする。 

 

３ 競技方法 

⑴ 試合は、宮崎県を除くトーナメント方式で行う。また、トーナメント戦以外に、宮崎県
を含む交流戦を実施する。 

⑵ 試合時間は 60分（前後半各 30分）とし、ハーフタイムのインターバルは 10分間とす

る。また、決勝戦及び３位決定戦は、試合時間 70分（前後半各 35分）とし、ハーフタ

イムのインターバルは 10 分間とする。なお、交流戦の試合時間は 40 分（前後半各 20

分）とし、ハーフタイムのインターバルは 10分間とする。 

⑶ 試合時間で勝敗が決しない場合は、ペナルティーキック方式により次回戦進出チーム及
び３位を決定する。ただし、決勝戦は 20分（前後半各 10分）の延長戦を行い、なお決

しない場合は、ペナルティーキック方式により１位を決定する。 

⑷ 試合開始前に登録された交代要員のうち、５名まで交代が認められる。 

⑸ 脳振盪による交代（再出場なし）の追加について  

ア １試合において、各チームは最大１人の「脳振盪による交代」を使うことができ

る。「脳振盪による交代」は、その前に何人の交代要員が使われているかにかかわ

らず、行うことができる。 

イ 「脳振盪による交代で入る交代要員」は、交代で退いた競技者であっても交代で競 

技者になることができ、その前に何人の交代が行われているかにかかわらず、い

つでも交代して出場することができる。 

ウ 「脳振盪による交代で入る交代要員」が使われたならば、相手チームは、（脳振盪

に限らず）いかなる理由であっても「追加の交代要員」を使うことができる 

⑹ マルチボールシステムを採用する。 
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⑺ ベンチ入りするチームスタッフのうち、都度１名が主催者の設けるテクニカルエリア
から戦術的指示を選手に伝えることができる。テクニカルエリアに入る者は、責任あ

る態度で行動しなければならない。 

⑻ 出場停止処分について、累積警告２枚で次試合に出場することができない。また、退
場処分を受けたものについても、次試合に出場することができない。 

 

４ 服装等 

⑴ チームは、フィールドプレーヤー、ゴールキーパーそれぞれ正・副２組のユニフォー  

ム（シャツ、ショーツ、ソックス）を用意しなければならない。原則として、背番号

は１番から 99番までとし、参加申込書に記入した番号を着用する。 

⑵ その他については、公益財団法人日本サッカー協会ユニフォーム規程に準ずる。 

 

５ 試合球 

試合球は、公益財団法人日本サッカー協会検定５号球とし、主催者が用意する。 

 

６ 組合せ 

組合せは、令和９（2027）年２月に開催するプログラム編成会議において、主催者が関

係者の立会いの下に代理抽選を行い、決定する。 

 

７ 開始式・閉会式・表彰式 

⑴ 開始式は、競技開始前に競技会場で行う。 

⑵ 閉会式及び表彰式は、競技終了後に競技会場で行う。 

 

８ 招集 

⑴ メンバー表（監督１名、コーチ２名、選手 16名の合計 19名以内）は、試合ごとに試

合開始 90分前までに競技本部に提出すること（交流戦を除く）。 

⑵ 各試合開始 70 分前にマッチコーディネーションミーティングを行う（交流戦を除 

く）。 

⑶ タイムスケジュールを厳守すること。ただし、前の試合がＰＫ戦等により試合時間が
延長した場合は、本部より別途指示する。 

 

９ 出場権 

この大会の優勝チームは、第 26回全国障害者スポーツ大会への出場権を得る。 
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10 その他 

⑴ 監督会議は競技開始前に行う。なお、時間及び場所については別途通知する。 

⑵ ベンチは、組合せ表の番号が若いチームをグラウンドに向かって左側とする。 

⑶ ベンチ内へは、選手、監督、コーチ以外は入ることができない。ただし、チームスタ
ッフ３名とは別に、チームに帯同しているトレーナーが２名までベンチに入ることが

できる。なお、トレーナーは参加申込時に登録した者とする。このトレーナーは実際

に施術ができる者とし、公認パラスポーツトレーナーの有資格者であることが望まし

い。 

⑷ 競技会場の指定されたエリアには、選手、監督、コーチ、事前登録されたトレーナー、
大会役員、競技役員、競技補助員、実施本部員、手話・要約筆記ボランティア及び主

催者が認めた者以外は入場することはできない。 

⑸ 練習は定められた場所で安全に留意し、主催者の指示に従って行うものとする。 

⑹ 練習球は、各チームで用意する。 

⑺ 荒天時ほか不測の事態が生じた場合の取扱いは、主催者において別途決定する。 

⑻ 競技に関する不明な点は競技本部に、その他不明な点は実施本部に問い合わせる。 
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第 26回全国障害者スポーツ大会「日本のひなた宮崎 障スポ」リハーサル大会 

兼 第 26回全国障害者スポーツ大会九州ブロック地区予選会 

フットソフトボール競技実施要領（案） 

 

１ 競技規則 

令和９（2027）年度に適用の全国障害者スポーツ大会競技規則（公益財団法人日本パラ

スポーツ協会制定）によるもののほか、この要領の定めるところによる。 

 

２ チーム 

⑴ チームの編成は、監督１名、コーチ２名以内及び選手 15名以内（男女は問わない）と

する。 

⑵ 監督及びコーチが選手を兼ねる場合は、選手名簿に登録されていなければ選手として
出場できない。この場合の選手人数は、選手を兼ねる監督及びコーチを含め 15名以内

とする。 

 

３ 競技方法 

⑴ 試合は、宮崎県チームを除く参加チームによるトーナメント方式とする。また、トー
ナメント戦以外に宮崎県チームを含めた交流戦を実施する。 

⑵ 試合は、７回または試合開始から 60分が経過した回まで行うものとする。 

⑶ 指名選手（ＤＰ）及び再出場（リエントリー）を採用する。 

⑷ 同点の場合は、タイブレイクにより試合を延長して行う。ただし、延長は２回を限度
とし、延長開始後 15 分を経過した後は、新しいイニングには入らない。それでも同

点の場合は、最終回に出場していたプレイヤーによる抽選によって勝敗を決定する。

抽選方法は、競技主管団体が行う方法に沿うこととし、大会の監督会議にて実施方法

を確認する。 

⑸ ３回終了以降、20点以上の差が生じた場合は、得点差コールドゲームとする。 

また、降雨等の事情により試合の継続が不可能と判断され、コールドゲームとなっ

た場合は、３回以上の回を終了していれば、正式の試合と認められる｡（決勝戦を含

む） 

⑹ 試合球は、サッカーボール（ゴム製４号球）とし、主催者が用意する。 

 

４ 服装等 

⑴ 同一チームの監督、コーチ及びプレイヤーは、同色・同意匠ユニフォームを着用しな
ければならない。ただし、プレイヤーがショートパンツを着用するチームの監督及び

コーチについては、上衣は同色・同意匠でなければならないが、下衣については、監

督及びコーチのみで統一された、別のものを着用してもよい。また、男子は同じ帽子

を着用しなければならない。 
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⑵ ユニフォームナンバーは、背中と胸下につけなければならない。監督は 30 番、コー

チは 31番と 32番、主将は 10番とし、他の選手は１番から 99番までの番号とする。 

数字の大きさは、背中は 15ｃｍ以上、胸は６ｃｍ～12ｃｍとする。ユニフォームの背

中はユニフォームナンバーと個人名・チーム名のみとする。 

個人名・チーム名をつけるときは、ユニフォームナンバーの上部に全員がつけること

（個人名はローマ字表記のみとする）。また、ユニフォームの左袖に、都道府県・指定

都市名を表示すること。 

⑶ 靴は、運動靴又は金属製以外のスパイクとする。 

⑷ 危険防止のための手袋を着用してよい。ただし、投手は、ボール以外の色でなければ
ならない。 

 

５ 組合せ 

組合せは、令和９（2027）年２月に開催するプログラム編成会議において、主催者が関

係者立会いの下に代理抽選を行い、決定する。 

 

６ 打順表等 

⑴ 打順表は、試合開始時刻 30分前までに５部作成し、競技本部へ提出する。ただし、第

１試合は、開始式終了後に提出すること。なお、打順表は監督会議において競技本部

から配布する。 

⑵ 攻守の決定は、打順表提出時に、監督及び主将の立会いのもと、球審のコインのトス
によって決定する。コインの裏表の選択は、先着の主将に優先権を与え、もし両チー

ム同時の場合は球審の任意により、いずれかのチームを優先させる。 

 

７ 開始式・表彰式 

⑴ 開始式は、競技開始前に競技会場で行う。 

⑵ 表彰式は、競技終了後に競技会場で行う。 

 

８ 出場権 

この大会の優勝チームは、第 26回全国障害者スポーツ大会への出場権を得る。 

 

９ その他 

⑴ 監督会議は競技開始前に行う。なお、時間及び場所については別途通知する。 

⑵ 監督会議では、あらかじめ主催者と協議した事項について、大会申し合わせ事項を設
けることができる。 

⑶ ベンチは、組合せ表の番号が若いチームを１塁側とする。 
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⑷ ベンチ内へは、監督、コーチ、選手以外は入ることができない。ただしチームスタッ
フとは別に、トレーナーを帯同しているチームは１名ベンチに入ることができる。な

お、トレーナーは参加申込時に登録した者に限る。このトレーナーは、実際に施術が

できる者とし、公認パラスポーツトレーナーの有資格者であることが望ましい。 

⑸ 競技場内へは、主催者の許可を受けた者以外は立ち入ることができない。 

⑹ 練習場所については、主催者からの指示に従うものとする。 

⑺ 練習球は、各チームが用意する。 

⑻ 荒天時ほか不測の事態が生じた場合の取扱いは、主催者において別途決定する。 

⑼ 競技に関する不明な点は競技本部に、その他の不明な点は実施本部に問い合わせる。 
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全国障害者スポーツ大会専門委員会の今後のスケジュール 

 
 

 

     

 

令和８年度 

１月１２日（火）

１３：３０～ 

＜審議事項（案）＞ 

○ 大会実施要綱 

○ 大会競技実施要項 

○ 大会競技別実施要領 

○ 荒天時対応要領 

 

その他 

 


